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第4章  第一種事業に係る計画段階配慮事項に関する調査、予測及び評価の結果 

4.1 計画段階配慮事項の選定の結果 

4.1.1 計画段階配慮事項の選定 

本事業に係る環境の保全のために配慮すべき事項（以下「計画段階配慮事項」という。）

については、「発電所の設置又は変更の工事の事業に係る計画段階配慮事項の選定並びに当

該計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の手法に関する指針、環境影響評価の項目並

びに当該項目に係る調査、予測及び評価を合理的に行うための手法を選定するための指針並

びに環境の保全のための措置に関する指針等を定める省令」（平成 10 年通商産業省令第 54

号）（以下「発電所アセス省令」という。）の別表第 5 においてその影響を受けるおそれがあ

るとされる環境要素に係る項目（以下「参考項目」という。）を勘案しつつ、本事業の事業

特性及び地域特性を踏まえ、表 4.1-1 のとおり重大な影響のおそれのある環境要素を選定し

た。 

「計画段階配慮手続に係る技術ガイド」（環境省計画段階配慮技術手法に関する検討会、

平成 25 年）において、「計画熟度が低い段階では、工事の内容や期間が決定していないため

予測評価が実施できない場合もある。このような場合には、計画熟度が高まった段階で検討

の対象とすることが望ましい。」とされている。 

本配慮書においては、工事中の影響を検討するための工事計画等まで決まるような熟度に

なく、方法書以降の手続きにおいて実行可能な環境保全措置を検討することにより環境影響

の回避又は低減が可能であると考えることから、工事の実施による重大な環境影響を対象と

しないこととした。なお、方法書以降の手続きにおいては「工事用資材等の搬出入、建設機

械の稼働及び造成等の施工による一時的な影響」に係る環境影響評価を実施する。 
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表 4.1-1 計画段階配慮事項の選定 

影 響 要 因 の 区 分 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 要 素 の 区 分 
 

工事の実施 
土地又は工
作物の存在
及び供用 

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入 

建
設
機
械
の
稼
働 

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響 

地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在 

施
設
の
稼
働 

環境の自然的構成

要素の良好な状態

の保持を旨として

調査、予測及び評

価されるべき環境

要素 

大気 

環境 

大気質 粉じん等      

騒音 騒音      

振 動 振動      

水環境 水 質 水の濁り      

その他 

の環境 

地形及 

び地質 
重要な地形及び地質      

地盤 土地の安定性    

 

 

その他 反射光    ○ 

 

生物の多様性の確

保及び自然環境の

体系的保全を旨と

して調査、予測及

び評価されるべき

環境要素 

動 物 
重要な種及び注目すべき生息

地 

   〇 

 

植 物 重要な種及び重要な群落    ○ 

 

生態系 地域を特徴づける生態系    〇 

 

人と自然との豊か

な触れ合いの確保

を旨として調査、

予測及び評価され

るべき環境要素 

景 観 
主要な眺望点及び景観資 

源並びに主要な眺望景観 

     

人と自然との触れ 

合いの活動の場 

主要な人と自然との触れ 

合いの活動の場 

     

環境への負荷の量

の程度により予測

及び評価されるべ

き環境要素 

廃棄物等 

産業廃棄物      

残土    

  

一般環境中の放射

性物質について調

査、予測及び評価

されるべき環境要

素 

放射線の量 放射線の量    

  

注：1.     は「発電所アセス省令」第 21 条第 1 項第 5 号に定める「別表第 5」に示す参考項目である。 

2.「  は同省令第 26 条の 2 第 1 項に定める「別表第 12」に示す放射性物質に係る参考項目である。 

3.「○」は計画段階配慮事項として選定した項目である。 

  



4-3 

(219) 

4.1.2 計画段階配慮事項の選定理由 

計画段階配慮事項として選定する理由又は選定しない理由は、表 4.1-2 のとおりである。

なお「4.1.1 計画段階配慮事項の選定」のとおり、本配慮書においては工事の実施による

影響を対象としないこととした。 

 

表 4.1-2 計画段階配慮事項として選定する理由又は選定しない理由 

（土地又は工作物の存在及び供用） 

環境要素 影響要因 選定 選定する理由又は選定しない理由 

大 気 

環 境 

騒音 騒音 施設の稼働 

× 

事業実施想定区域の周囲には、配慮が特に必要な施設
等の保全対象が存在し、施設の稼働に伴う騒音の影響
が想定されるが、低騒音型のパワーコンディショナー
等の採用や防音壁の設置で影響を低減できることか
ら、重大な影響のおそれのある環境要素として選定し
ない。 

水環境 水質 水の濁り 地形改変及び

施設の存在 × 

事業実施想定区域内に調整池を設置するため、貯留水
の濁りが発生することが想定されるが、沈砂等に十分
な容量の調整池を設置することから、重大な影響のお
それのある環境要素として選定しない。 

その他

の環境 

地形及び

地質 

重要な地

形及び地

質 

地形改変及び

施設の存在 

× 

事業実施想定区域において「日本の地形レッドデータ
ブック第 1 集、第 2 集」（日本のレッドデータブック作
成委員会、平成 12 年 14 年）や文化財保護法（昭和 25
年法律第 214 号）で選定された学術上又は希少性の観
点から重要な地形及び地質が存在しないことから、重
大な影響のおそれのある環境要素として選定しない。 

土地の 

安定性 

地形改変及び

施設の存在 

× 

本事業はゴルフ場跡地を利用することから、大規模な
地形の改変は実施しない。また、事業実施想定区域内
には、斜面崩壊のおそれがある砂防指定地、地すべり
防止区域、急傾斜地崩壊危険区域、宅地造成工事規制
区域、土砂災害特別警戒区域が存在しないことから、
重大な影響のおそれのある環境要素として選定しな
い。 

その他 反射光 地形改変及び

施設の存在 〇 

事業実施想定区域の周囲には配慮が特に必要な施設等
等の保全対象が存在し、施設の存在に伴う反射光の影
響が想定されることから、重大な影響のおそれのある
環境要素として選定する。 

動 物 重要な種及び注目す
べき生息地 

地形改変及び
施設の存在 ○ 

事業実施想定区域及びその周囲において、「環境省レッ
ドリスト 2019」選定種等が確認されていることから、
重大な影響のおそれのある環境要素として選定する。 

植 物 重要な種及び重要な
群落 

地形改変及び
施設の存在 ○ 

事業実施想定区域及びその周囲において、「環境省レッ
ドリスト 2019」選定種等が確認されているため、重大
な影響のおそれのある環境要素として選定する。 

生態系 地域を特徴づける生
態系 

地形改変及び
施設の存在 ○ 

事業実施想定区域及びその周囲において重要な自然環
境のまとまりの場の存在が確認されていることから、
重大な影響のおそれのある環境要素として選定する。 

景 観 主要な眺望点及び景
観資源並びに主要な
眺望景観 

地形改変及び
施設の存在 

× 

本事業は既設のゴルフ場跡地を利用することから改変
面積は小さく、景観資源を消滅又は縮小するものでは
ない。また、事業実施想定区域の周囲には主要な眺望
点が存在するが、発電設備の地上高は 4m 程度であるこ
とから、新たな施設の存在に伴う眺望景観の変化の影
響は小さいと想定されることから、重大な影響のおそ
れのある環境要素として選定しない。 

人 と 自
然 と の
触 れ 合
い の 活
動の場 

主要な人と自然との

触れ合いの活動の場 

地形改変及び
施設の存在 

× 

事業実施想定区域の周囲には、主要な人と自然との触
れ合いの活動の場が存在するが、事業実施想定区域内
には存在しないことから、重大な影響のおそれのある
環境要素として選定しない。 

注：1.「○」は選定した項目を示す。 

2.「×」は選定しなかった項目を示す。  
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【参考】 計画段階配慮事項として選定しない理由（工事の実施） 

環境要素 選定しない理由 

大気環境 大気質 詳細設計に着手しておらず、工事計画等（発生土量、工事関係車両の走行台

数等）まで決まるような計画熟度にない。また、工事工程の調整により建設

工事のピーク時における工事関係車両の台数を低減する等、実行可能な環境

保全措置を講じることにより環境影響の低減が可能であることから、配慮書

段階では選定しない。 

騒音 

振動 

水環境 水質 詳細設計に着手しておらず、工事計画等（改変区域、排水計画等）まで決ま

るような計画熟度にない。また、仮設沈砂池の設置等の土砂流出防止策を講

じる等、実行可能な環境保全措置を講じることにより環境影響の低減が可能

であることから、配慮書段階では選定しない。 

動物 重要な種及び

注目すべき生

息地 

詳細設計に着手しておらず、工事計画等（ソーラーパネルの詳細配置、改変

区域等）まで決まるような計画熟度にない。また、土砂流出による生息環境

の変化を低減するため必要に応じて土砂流出防止策を講じる等、実行可能な

環境保全措置を講じることにより環境影響の低減が可能であることから、配

慮書段階では選定しない。 

植物 重要な種及び

重要な群落 

詳細設計に着手しておらず、工事計画等（ソーラーパネルの詳細配置、改変

区域等）まで決まるような計画熟度にない。また、事業に伴う造成を必要最

小限にとどめ、重要な種及び群落への影響の回避又は低減に努める等、実行

可能な環境保全措置を講じることにより環境影響の回避又は低減が可能であ

ることから、配慮書段階では選定しない。 

生態系 地域を特徴づ

ける生態系 

詳細設計に着手しておらず、工事計画等（ソーラーパネルの詳細配置、改変

区域等）まで決まるような計画熟度にない。また、土砂流出による生息環境

の変化を低減するため必要に応じて土砂流出防止策を講じる等、実行可能な

環境保全措置を講じることにより環境影響の低減が可能であることから、配

慮書段階では選定しない。 

人と自然との

触れ合いの活

動の場 

主要な人と自

然との触れ合

いの活動の場 

詳細設計に着手しておらず、工事計画等（発生土量、工事関係車両の走行台

数等）まで決まるような計画熟度にない。また、工事工程の調整により建設

工事のピーク時における工事関係車両の台数を低減し、主要な人と自然との

触れ合いの活動の場にアクセスする一般車両の利便性に配慮する等、実行可

能な環境保全措置を講じることにより環境影響の低減が可能であることか

ら、配慮書段階では選定しない。 

廃棄物等 産業廃棄物 詳細設計に着手しておらず、工事計画等（産業廃棄物、残土の発生量）まで

決まるような計画熟度にない。また、産業廃棄物は可能な限り有効利用に努

めること、土地の改変量の低減及び事業実施区域内における発生土の利用

等、実行可能な環境保全措置を講じることにより環境影響の低減が可能であ

ることから、配慮書段階では選定しない。 

残土 

放射線の量 放射線の量 事業実施想定区域の周囲においては、空間放射線量率の高い地域は確認され

ておらず、放射性物質が相当程度拡散又は流出するおそれがないことから選

定しない。 
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4.2 調査、予測及び評価の手法の選定及び選定の理由 

選定した計画段階配慮事項に係る調査予測及び評価は、発電所アセス省令第 6 条、第 7 条、第 8

条及び第 9 条に基づき、配慮書事業特性及び配慮書地域特性を踏まえ、表 4.2-1 のとおり選定した。

また、計画段階配慮事項の評価方法の判断基準は表 4.2-2 のとおりである。 

なお、動物及び植物については、文献その他の資料の収集のみでは得られない地域の情報もある

ことから、専門家等へのヒアリングも実施することとした。 

 

表 4.2-1 調査、予測及び評価の手法 

環境要素の区分 調査手法 予測手法 評価手法 

そ

の

他

の

環

境 

その他 反 射 光 

 

配慮が特に必要な施設
等の状況を文献その他
の資料により調査す
る。 

①ソーラーパネルの設置予定
範囲と配慮が特に必要な施設
等との位置関係（最短距離）
を整理し、ソーラーパネルの
設置予定範囲から 1000m※2 の
範囲について配慮が特に必要
な施設等の戸数を整理する。 
②周辺の住宅等について、現
況のメッシュ標高データを用
いた数値地形モデルによるコ
ンピュータ解析を行い、地上
高度4mの架台に設置したソー
ラーパネルの視認される可能
性のある領域を予測する。 

両方の予測結果を重ね合わ
せることで、施設の存在に
伴うソーラーパネルの存在
による重大な環境影響の回
避又は低減が将来的に可能
であるかを評価する。 

動  物 重要な種及び

注目すべき生

息地 

動物の重要な種の生息

状況及び注目すべき生

息地の分布状況につい

て、文献その他の資料

及び専門家等へのヒア

リングにより調査す

る。 

文献その他の資料調査結果及

び専門家等へのヒアリング結

果から、各種の生態特性等を

基に、生息環境を整理する。

これらを踏まえ、直接改変に

よる生息環境の変化に伴う影

響について予測する。 

予測結果を基に、地形改変

及び施設の存在が動物の重

要な種及び注目すべき生息

地に与える重大な環境影響

の回避又は低減が将来的に

可能であるかを評価する。 

植  物 重要な種及び 

重 要 な 群 落 

 

植物及び植物群落の分

布状況について、文献

その他の資料及び専門

家等へのヒアリングに

より調査する。 

文献その他の資料調査結果及

び専門家等へのヒアリング結

果から、各種の生態特性等を

基に、各種の生育環境を整理

する。これらを踏まえ、直接

改変による生育環境の変化に

伴う影響について予測する。 

予測結果を基に、地形改変

及び施設の存在が植物の重

要な種及び重要な群落に与

える重大な環境影響の回避

又は低減が将来的に可能で

あるかを評価する。 

生 態 系 地域を特徴づけ

る生態系 

重要な自然環境のまと

まりの場について、文

献その他の資料により

分布状況を調査する。 

文献その他の資料から抽出し

た重要な自然環境のまとまり

の場と事業実施想定区域との

位置関係を整理する。 

予測結果を基に、地形改変

及び施設の存在が重要な自

然環境のまとまりの場に与

える重大な環境影響の回避

又は低減が将来的に可能で

あるかを評価する。 

  

 
※2 ソーラーパネルからの反射光が確認できる距離は、発電設備の地上高さを約 4mとした場合の見えの大きさ（垂直視

野角）が、最も安全サイドの「輪郭がやっとわかる 0.5度」（表 4.3 2参照）とした直線距離約 500mの約 2倍の範

囲として 1000mを設定した。 



4-6 

(222) 

表 4.2-2 計画段階配慮事項の評価方法の判断基準 

環境要素の区

分 

評価の方法 

(配慮書段階) 

重大な影響が 

ない 
重大な影響の可能性がある 重大な影響がある 

そ

の 

他

の 

環

境 

反射光 事業実施想定

区域と配慮が

特に必要な施

設等との位置

関係 

事業実施想定

区域及びその

周囲に配慮が

特に必要な施

設等が分布し

ない。 

事業実施想定区域及びその周

囲に配慮が特に必要な施設等

が分布するが、地形や位置の

状況から、方法書以降の手続

きにおいてソーラーパネルの

配置や構造等を検討すること

により影響の回避又は低減が

可能。 

事業実施想定区域及びそ

の周囲に配慮が特に必要

な施設等が分布し、位置

の状況から、方法書以降

の手続きにおける検討で

は影響の回避又は低減が

困難。 

動

物 

重要な種

及び注目

すべき生

息地 

重要な種等の

分布状況 

事業実施想定

区域及びその

周囲に重要な

種等が分布し

ない。 

事業実施想定区域及びその周

囲に重要な種等が分布する可

能性があるが、方法書以降の

手続きにおいて現地調査等に

より現況を把握し、また、適

切に影響の程度を予測し、必

要に応じて環境保全措置を検

討することにより影響の回避

又は低減が可能。 

事業実施想定区域及びそ

の周囲に重要な種等が分

布する可能性があり、方

法書以降の手続きにおけ

る検討では影響の回避又

は低減が困難。 
植

物 

重要な種

及び重要

な群落 

生

態 

系 

地域を特

徴づける

生態系 

重要な自然環

境のまとまり

の場の分布状

況 

自然環境の改

変 を 伴 わ な

い。 

自然環境の改変を伴うが、方

法書以降の手続きにおいて現

地調査等により現況を把握

し、また、適切に影響の程度

を予測し、必要に応じて環境

保全措置を検討することによ

り影響の回避又は低減が可

能。 

自然環境の改変を伴い、

方法書以降の手続きにお

ける検討では影響の回避

又は低減が困難。 
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4.3 調査、予測及び評価の結果 

4.3.1 反射光 

1. 調 査 

(1)調査手法 

配慮が特に必要な施設等の状況を文献その他の資料により調査した。 

 

(2)調査地域 

事業実施想定区域及びその周囲の範囲（図 4.3-1）とした。 

 

(3)調査結果 

文献その他の資料調査結果に基づき、事業実施想定区域及びその周囲において、配慮が特

に必要な施設等を抽出した。 

事業実施想定区域及びその周囲における配慮が特に必要な施設、事業実施想定区域の境界

からの距離等は表 4.3-1(1)～(2)、位置は図 4.3-1 のとおりである。 

配慮が特に必要な施設等は事業実施想定区域の周囲に分布するが、事業実施想定区域には

存在しない。 

 

表 4.3-1(1) 配慮が特に必要な施設（住宅等） 

区 分 所在地 
事業実施想定区域

の境界からの距離 

住宅 仙台市太白区秋保町字太夫 71 約 80m 

「ゼンリン住宅地図 201910 仙台市太白区」（株式会ゼンリン）        より作成 

 

 

表 4.3-1(2) 配慮が特に必要な施設（学校） 

区 分 施設名 所在地 
事業実施想定区域

の境界からの距離 

幼稚園・保育園等 湯元保育所 仙台市太白区秋保町湯向 24-11 約 1000m 

学校 湯元小学校 仙台市太白区秋保町湯向 29-3 約 600m 

「保育所・幼稚園など」、「市立学校一覧」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月） 

「ゼンリン住宅地図 201910 仙台市太白区」（株式会ゼンリン）      より作成 

 

 

 

表 4.3-1(3) 配慮が特に必要な施設（福祉施設） 

区 分 施設名 所在地 
事業実施想定区域

の境界からの距離 

福祉施設 グループホームほくとの里 仙台市太白区秋保町湯向 28-10 約 600m 

「せんだいくらしのマップ 福祉施設マップ」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月） 

「ゼンリン住宅地図 201910 仙台市太白区」（株式会ゼンリン）        より作成 
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図 4.3-1 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の位置  

「国土数値情報（建築物の外周線）」（国土

交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令

和元年 11 月） 

「ゼンリン住宅地図 201907 仙台市青葉区」 

「ゼンリン住宅地図 201910 仙台市太白区」

（株式会ゼンリン） 

                 より作成 
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2. 予 測 

(1)予測手法 

事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係（最短距離）を整理し、事業実

施想定区域から 1,000m の範囲について 200m、500m、1,000m で配慮が特に必要な施設等の戸

数を整理した。なお、影響範囲 1,000m は、図 4.3-2 及び表 4.3-2 を参考にして下記のとお

り設定した。ソーラーパネルからの反射光が確認できる距離は、発電設備の地上高さを約 4m

とした場合に垂直視角を 0.5 度とした直線距離約 500m を含む範囲として 1,000m を設定した。 

また、周辺の住宅等について、現況のメッシュ標高データを用いた数値地形モデルによる

コンピュータ解析を行い、地上高度 4m の架台に設置したソーラーパネルの視認される可能

性のある領域を予測した。 

 

表 4.3-2 見えの大きさ（垂直視野角）について（参考） 
 

人間の視力で対象をはっきりと識別できる見込角の大きさ（熟視角）は、研究例によって解釈が異なるが、

一般的には 1～2 度が用いられている。 

垂直見込角※の大きさに応じた送電鉄塔の見え方を下表に例示するが、これによれば、鉄塔の見込角が 2度

以下であれば視覚的な変化の程度は小さいといえる。 

表 垂直視角※と送電鉄塔の見え方（参考） 

垂直視角 鉄塔の場合の見え方 

0.5 度 輪郭がやっとわかる。季節と時間（夏の午後）の条件は悪く、ガスのせいもある。 

1 度 十分見えるけれど、景観的にはほとんど気にならない。ガスがかかって見えにくい。 

1.5～2 度 

シルエットになっている場合には良く見え、場合によっては景観的に気になり出す。

シルエットにならず、さらに環境融和塗色がされている場合には、ほとんど気になら

ない。光線の加減によっては見えないこともある。 

3 度 比較的細部まで良く見えるようになり、気になる。圧迫感は受けない。 

5～6 度 
やや大きく見え、景観的にも大きな影響がある（構図を乱す）。架線もよく見えるよ

うになる。圧迫感はあまり受けない（上限か）。 

10～12 度 
眼いっぱいに大きくなり、圧迫感を受けるようになる。平坦なところでは垂直方向の

景観要素としては際立った存在になり、周囲の景観とは調和しえない。 

20 度 見上げるような仰角になり、圧迫感も強くなる。 

〔「景観対策ガイドライン（案）」（UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会、昭和 56 年）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「自然との触れ合い分野の環境影響評価技術（Ⅱ）調査・予測の進め方について ～資料編～」（環

境省 自然との触れ合い分野の環境影響評価技術検討会中間報告、平成 12 年）より作成 

図 4.3-2 見えの大きさ（垂直視野角）について（参考） 

 
※ 参考として掲載している文献等において使用されている「垂直視角」及び「垂直見込角」の用語は、本図書において使用して

いる「垂直視野角」の用語と同意義である。 
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(2)予測地域 

調査地域と同様とした。 

 

(3)予測結果 

事業実施想定区域と配慮が特に必要な施設等との位置関係は表 4.3-3 及び図 4.3-1 のとお

りであり、事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の分布は表 4.3-4 のと

おりであり、合計の戸数は 222 戸である。事業実施想定区域の境界から最寄りの保全対象の

距離は住宅等が約 80m、学校及び福祉施設がそれぞれ約 600m、幼稚園・保育園等が 1,000m

であり、事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の分布では、最も影響が

大きいと想定される 200m 以内には住宅が 6 戸存在する。一方、幼稚園・保育園等、学校及

び福祉施設は 500～1,000m に各 1 戸存在する。 

また、現状の地形において地上高度 4m の架台に設置したソーラーパネルの可視領域図は

図 4.3-4 のとおりである。事業実施想定区域の南東方向の秋保町湯向の市街地（住宅等以外

の最寄りの配慮施設 3 箇所を含む）は地形の影響で可視領域が存在しないが、事業実施想定

区域の南西側の約 1,000m の範囲内等には可視領域が存在する。 

 

表 4.3-3 ソーラーパネルの設置予定範囲と配慮が特に必要な施設等との距離と標高 

項目 住宅等 

住宅等以外 

幼稚園・保育園等 学校 福祉施設 

事業実施想定区域の 

境界からの最短距離 
約 80m 約 1,000m 約 600m 約 600m 

「保育所・幼稚園など」、「市立学校一覧」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月） 

「せんだいくらしのマップ 福祉施設マップ」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月） 

「ゼンリン住宅地図 201907 仙台市青葉区」、 

「ゼンリン住宅地図 201910 仙台市太白区」（株式会ゼンリン）より作成 

 

表 4.3-4 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等の分布 

事業実施想定 

区域からの距離 

（m） 

住宅等 

（戸） 

住宅等以外 
合計 

（戸） 幼稚園・保育園等

（戸） 

学校 

（戸） 

福祉施設 

（戸） 

医療施設 

（戸） 

  0～200   6 0 0 0 0 6 

200～500 34 0 0 0 0 34 

500～1,000 179 1 1 1 0 182 

合計（戸） 219 1 1 1 0 222 

「保育所・幼稚園など」、「市立学校一覧」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月） 

「せんだいくらしのマップ 福祉施設マップ」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月） 

「ゼンリン住宅地図 201907 仙台市青葉区」、 

「ゼンリン住宅地図 201910 仙台市太白区」（株式会ゼンリン）より作成 
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図 4.3-3 事業実施想定区域の周囲における配慮が特に必要な施設等との位置関係 

「国土数値情報（建築物の外周線）」（国土

交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令

和元年 11 月） 

「ゼンリン住宅地図 201907 仙台市青葉区」 

「ゼンリン住宅地図 201910 仙台市太白区」

（株式会ゼンリン） 

                 より作成 
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図 4.3-4 ソーラーパネルの可視領域図 

 

「国土数値情報（建築物の外周線）」（国土

交通省国土政策局国土情報課 HP、閲覧：令

和元年 11 月） 

「ゼンリン住宅地図 201907 仙台市青葉区」 

「ゼンリン住宅地図 201910 仙台市太白区」

（株式会ゼンリン） 

                 より作成 
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3. 評 価 

(1)評価手法 

予測結果を基に、施設の存在に伴う太陽光パネルからの反射光による重大な環境影響の回避

又は低減が将来的に可能であるかを評価した。 

 

(2)評価結果 

事業実施想定区域の境界から、配慮が特に必要な施設等までの最短距離は、最寄りの住宅

等が約 80m、住宅等以外では学校（湯元小学校）及び福祉施設（グループホームほくとの里）

が約 600m、幼稚園・保育園（湯元保育所）が約 1,000m である。しかし、最寄りの住宅等以

外の最寄りの学校、福祉施設及び幼稚園・保育園はソーラーパネルが視認される可能性があ

る領域には入っていない。 

また、事業実施想定区域か 1,000m の範囲には住宅等が 222 戸あり、ソーラーパネルが視

認される可能性がある領域は事業実施想定区域の南西約 1,000m の範囲内等に存在する。 

上記の状況を踏まえ、今後の環境影響評価手続き及び詳細設計において、以下に示す事項

に留意することにより、重大な影響を回避又は低減できる可能性が高いと評価する。 

 

・可能な限り反射光等が少ないパネルを選定する。 

・ 太陽光パネルからの反射光や輻射熱による近隣民家等への影響が極力発生しないように

パネルの配置や向きに配慮する。 

・ 周辺の住宅等について、造成後の将来のメッシュ標高データを用いた数値地形モデルに

よるコンピュータ解析を行い、計画高度の架台に設置したソーラーパネルの視認される

可能性のある領域を予測する。 

・視認される可能性のある住宅等については、ソーラーパネルの反射における光害環境を

把握し、ソーラーパネルの選定状況等に応じた反射率や設置環境（標高、方向及び傾斜

角度）を設定したうえで予測計算を行うとともに、光害の影響の程度を把握し、必要に

応じてフェンスの設置や植栽を施すなどの環境保全措置を検討する。 
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4.3.2 動物 

1. 調 査 

(1)調査手法 

動物の重要な種の生息状況及び注目すべき生息地の分布状況について、文献その他の資料及

び専門家等へのヒアリングにより調査した。 

 

(2)調査地域 

事業実施想定区域及びその周囲（図 3.1-18 の範囲）とした。 

 

(3)調査結果 

①  重要な種 

動物の重要な種は、文献その他の資料及び専門家等へのヒアリングにより確認された種

について、表 4.3-5 の選定基準に基づき、学術上又は希少性の観点から選定した。その結果、

重要な種は、表 4.3-6～表 4.3-11 のとおり、哺乳類 29 種、鳥類 88 種、爬虫類 10 種、両生

類 14 種、昆虫類 139 種及び魚類 29 種が確認された。なお、種名及び配列については原則と

して、「平成 28 年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（仙台市 HP、閲覧：令和元年

11 月）に準拠した。準拠リストに記載のない種については「河川水辺の国勢調査のための

生物リスト 令和元年度生物リスト」（河川環境データベース 国土交通省 HP、閲覧：令和

元年 12 月）を参考にした。 

なお、重要な種の生息環境については、「平成 28 年度仙台市自然環境に関する基礎調査報

告書」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11月）及び「宮城県の絶滅のおそれのある野生動植物」

（宮城県、平成 28 年）等を参照した。 
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表 4.3-5 (1) 動物の重要な種の選定基準（国・宮城県・仙台市） 

選定基準 文献その他の資料 

① 

「文化財保護法」（昭和 25

年法律第 214 号、最終改

正：平成 30 年 6 月 8 日） 

「文化財保護法」（昭和 25

年法律第 214 号、最終改

正：平成 30 年 6 月 8 日） 

「宮城県文化財保護条

例」（昭和 50年宮城県条例

第 49 号） 

「仙台市文化財保護条

例」（昭和 37年仙台市条例

第 27 号） 

特天：特別天然記念物 

国天：天然記念物 

県天：県指定天然記念物 

市天：市指定天然記念物 

「国指定文化財等デー

タ ベ ー ス 」（ 文 化 庁

HP、閲覧：令和元年 11

月）、「宮城県の天然記

念 物 一 覧 」（ 宮 城 県

HP、閲覧：令和元年 11

月）、「仙台市の文化財

一覧」（仙台市 HP、閲

覧：令和元年 11 月） 

② 

「絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関

する法律」（平成 4 年法律

第 75 号、最終改正：令和

元年 6 月 14 日）及び「絶

滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する

法律施行令」（平成 5 年政

令第 17 号、最終改正：令

和元年 11 月 7 日） 

国内：国内希少野生動植物種 

特定：特定国内希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

「絶滅のおそれのある

野生動植物の種の保存

に関する法律施行令」

（平成 5 年政令第 17

号、最終改正：令和元

年 11 月 7 日） 

③ 

「環境省レッドリスト

2019」（環境省、平成 31

年）の掲載種 

EX：絶滅･･･我が国ではすでに絶滅したと考えられる種。 

EW：野生絶滅･･･飼育・栽培下あるいは自然分布域の明らか

に外側で野生化した状態でのみ存続している種。 

CR：絶滅危惧 IA 類･･･ごく近い将来における野生での絶滅

の危険性が極めて高いもの。 

EN：絶滅危惧 IB 類･･･IA 類ほどではないが、近い将来にお

ける野生での絶滅の危険性が高いもの。 

VU：絶滅危惧Ⅱ類･･･絶滅の危険が増大している種。 

NT：準絶滅危惧･･･現時点での絶滅危険度は小さいが、生息

条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性

のある種。 

DD：情報不足･･･評価するだけの情報が不足している種。 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群･･･地域的に孤立してい

る個体群で、絶滅のおそれが高いもの。 

「環境省レッドリスト

2019 の公表について」

（環境省 HP、閲覧：令

和元年 11 月） 
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表 4.3-5(2) 動物の重要な種の選定基準（宮城県） 

選定基準 文献その他の資料 

④ 

「宮城県の絶滅のおそれ

の あ る 野 生 動 植 物 -RED 

DATA BOOK MIYAGI 2016-」

（宮城県 HP、閲覧：令和

元年 11 月） 

EX：絶滅･･･宮城県ではすでに絶滅したと考えられる種。環

境省カテゴリーの「絶滅」に相当。 

EW：野生絶滅･･･飼育・栽培下でのみ存続している種。環境

省カテゴリーの「野生絶滅」に相当。 

CR+EN：絶滅危惧類･･･本県において絶滅の危機に瀕してい

る種。環境省カテゴリーの「絶滅危惧Ⅰ類」に相当。 

VU：絶滅危惧Ⅱ類･･･宮城県において絶滅の危険が増大して

いる種環境省カテゴリーの「絶滅危惧Ⅱ類」に相当。 

NT：準絶滅危惧･･･宮城県において、現時点での絶滅危険度

は小さいが、生息条件の変化によっては、「絶滅危惧」

として上位に移行する要素を有するもの。環境省カテ

ゴリーの「準絶滅危惧」に相当。 

DD：情報不足･･･地域的に孤立している個体群で、絶滅のお

それが高いもの。環境省カテゴリーの「情報不足」に

相当 

要：要注目種：宮城県では、現時点で普通に見られるもの

の、特徴ある生息・生育状況等により注目すべき種。

県独自のカテゴリー。隔離分布種、分布北限・南限

種、基準産地種、その他。 

「宮城県の絶滅のおそ

れのある野生動植物-

RED DATA BOOK MIYAGI 

2016-」（宮城県 HP、閲

覧：令和元年 11 月） 

 

表 4.3-5(3) 動物の重要な種の選定基準（保全上重要な種の選定基準：仙台市） 

選定基準 記号等 カテゴリー及び説明 

⑤ 

仙
台
市
に
お
け
る
保
全
上
重
要
な
種
の
区
分 

学術上重要種 

1 
仙台市においてもともと稀産あるいは希少である種。あるいは生息地・生育地

がごく限られている種。 

2 仙台市周辺地域が分布の北限、南限となる種。 

3 仙台市が模式産地（タイプロカリティー）となっている種。 

4 
1、2、3 には該当しないが、各分類群において、注目に値すると考えられる種

（継続的に観察・研究されている種など） 

減少種 

EX 
絶滅。過去に仙台市に生息したことが確認されており、飼育・栽培下を含め、

仙台市では既に絶滅したと考えられる種。 

EW 
野生絶滅。過去に仙台市に生息していたことが確認されており、飼育・栽培下

では存続しているが、野生ではすでに絶滅したと考えられる種。 

A 
現在ほとんど見ることができない、あるいは近い将来ほとんど見ることができ

なくなるおそれがある種。 

B 減少が著しい、あるいは近い将来著しい減少のおそれがある種。 

C 減少している、あるいは近い将来減少のおそれがある種。 

+ 普通に見られる、あるいは当面減少のおそれがない種。 

/ もともと生息・生育しない可能性が非常に大きい。 

・ 
絶滅。過去に仙台市に生息したことが確認されており、飼育・栽培下を含め、

仙台市では既に絶滅したと考えられる種。 

環境指標種 ○ 
本市の各環境分類における環境を指標する種。（ビオトープやミティゲーション

における計画・評価のための指標。） 

注：減少種の地域区分として、事業実施想定区域は「西部丘陵地・田園地域」に該当する（図 3.1-18 参照）た

め、「西部丘陵地・田園地域」に記載されているカテゴリーを抽出した。 

〔「平成 28 年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月）より作成〕 
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表 4.3-6 文献その他の資料による動物の重要な種（哺乳類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

1 モグラ トガリネズミ シントウトガリネズミ    DD  C ○ 自然度が高い山地森林 

2 
 

 ホンシュウジネズミ      C ○ 
土壌が残されている土

地、樹林やその周囲 

3   カワネズミ    DD 1､4 B ○ 自然度が高い河川環境 

4 
 

モグラ ヒメヒミズ     1 ・ ○ 
山地のより自然度の高い

森林 

5 
 

 ミズラモグラ   NT NT 1､4 ・  
山地のより自然度の高い

森林 

6 

 
キクガシラコ

ウモリ 
コキクガシラコウモリ     1 C ○ 

洞窟、使われなくなった

導水・用水トンネル、廃

坑 

7 

 

 
ニホンキクガシラコウ

モリ 
    1 C ○ 

洞窟、使われなくなった

導水・用水トンネル、廃

坑 

8 コウモ ヒナコウモリ ヒメホオヒゲコウモリ    VU 1､4 ・ ○ 標高の高い自然林内 

9 リ  カグヤコウモリ    CR+EN 1､4 ・ ○ 自然林 

10 
 

 モモジロコウモリ     1､4 C ○ 
使われなくなった導水・

用水トンネル、廃坑 

11 
 

 モリアブラコウモリ   VU CR+EN 1､4 ・ ○ 
天然林、ブナ・スギの樹

洞 

12   ヤマコウモリ   VU VU 1､4 C ○ 樹洞 

13 

 

 ヒナコウモリ    VU 1､4 C ○ 

樹洞、家屋、海蝕洞、新

幹線の橋脚をねぐらとし

て利用 

14   ウサギコウモリ    VU 1､4 C ○ 洞穴、樹洞、人家など 

15 
 

 ユビナガコウモリ     1､4 C ○ 
使われなくなった導水・

用水トンネル、廃坑 

16   コテングコウモリ     1､4 C ○ 樹洞、洞穴、家屋など 

17   テングコウモリ    VU 1､4 C ○ 森林 

18 
ネズミ リス 

ホンドモモンガ     1､4 ・  
山地のより自然度の高い

森林 

19 
 

 ムササビ     1､4 C ○ 
樹洞があるような大径木

が多く見られる地域 

20 
 

ヤマネ ヤマネ 国天   NT 1､4 ・  
自然度の高い落葉樹林・

混交林内 

21 
 

ネズミ ヤチネズミ     4 +  
林地の沢沿いや苔生した

石や岩が堆積する林床 

22   ハタネズミ      C ○ 草原・草地 

23 
 

 ヒメネズミ      + ○ 
山地から丘陵の自然度が

高い林 

24 
ネコ 

クマ ツキノワグマ     4 C  
冷温帯落葉広葉樹林(ブ

ナ林)を中心とする 

25  イヌ タヌキ      + ○ 里地 

26  イタチ テン      C ○ 山地から丘陵 

27   イタチ      C ○ 低地の田園地帯など 

28   オコジョ   NT※1 NT 1､4 ・  高山 

29 
ウシ 

ウシ カモシカ 特天   要※2 4 ・ ○ 
低山から高山の落葉広葉

樹林や混交林 

- 5 目 11 科 29 種 2 種 0 種 4 種 13 種 22 種 29 種 23 種 - 

注：1．表内の選定基準の No 及びカテゴリーの記号等は表 4.3-5 に対応している。 

2．表中の※については以下のとおりである。 

※1：ホンドオコジョで掲載 

※2：ニホンカモシカで掲載 
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表 4.3-7(1) 文献その他の資料による動物の重要な種（鳥類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

1 
キジ キジ 

ウズラ   VU CR+EN 1､4 A  
平地から山地の草原や

隣接する林 

2   ヤマドリ     1､4 C ○ 丘陵地から山地の森林 

3 
カモ カモ 

ヒシクイ 国天  
VU※1 

NT※2 
NT  ・  

水域、水田 

4   マガン 国天  NT  1､4 ・  水域、水田 

5   コクガン 国天  VU VU 1､2､4 /  沿岸 

6   オシドリ   DD  1､4 C  樹洞がある大木、川 

7 
カイツブ

リ 
カイツブリ カイツブリ      C ○ 

水域 

8 
ペリカン サギ 

サンカノゴイ   EN NT 1 B  
広い湿地がある河川、

池沼、海浜の後背湿地 

9   ヨシゴイ   NT NT 1､4 C ○ 湿地、休耕田 

10 
 

 オオヨシゴイ   CR CR+EN 1､4 ・  
乾燥した草地と水田を

含む湿地 

11   ミゾゴイ   VU NT 1､4 B  丘陵から低山の林 

12   アマサギ     4 ・ ○ 水田や広い牧草地など 

13 
 

 チュウサギ   NT  1､2､4 C  
田圃や河川、海浜の後

背湿地や潟 

14 

 

 コサギ      C ○ 

平野から山地の田圃や

河川、海浜の後背湿地

や潟 

15 ツル クイナ クイナ    要 1､4 C  低地の湿地 

16 
 

 ヒクイナ   NT CR+EN 1､4 C  
丘陵から低地の水田や

池沼、溜池 

17 
 

 バン     1､4 C ○ 
丘陵から低地の水田や

池沼、溜池 

18   オオバン      ・  水草が豊富な浅い湖沼 

19 カッコウ カッコウ ホトトギス     1､4 + ○ 里地里山 

20   カッコウ     1､4 C ○ 里地里山 

21 ヨタカ ヨタカ ヨタカ   NT NT 1､4 C ○ 森林 

22 
アマツ

バメ 
アマツバメ ハリオアマツバメ    要    

平野から山地の森林 

23 チドリ チドリ イカルチドリ     1､4 C ○ 川原や中州 

24   シロチドリ   VU NT 1､4 ・ ○ 砂浜、干潟 

25 

 

シギ オオジシギ   NT NT 1､4 B  

湿地や灌木を交えた広

い草原・牧草地、平野

部の水田や湿地 

26   ホウロクシギ   VU NT 1､4 ・  干潟や干潟周囲の砂浜 

27 

 

 ツルシギ   VU  1､4 ・  

干潟、湿原、河川や池

沼などの水辺や水田、

ハス田、休耕田 

28   アカアシシギ   VU  1 ・  田圃や海浜の湿地 

29   ハマシギ   NT  1､4 ・ ○ 干潟や海浜 

30   ヘラシギ  国内 CR VU 1 ・  干潟、砂浜、埋立地 

31  カモメ コアジサシ   VU VU 1､2､4 ・  砂浜、埋立地、河原 

32  ウミスズメ ウミスズメ   CR  1､4 /  沿岸 

33 

ミサゴ 

ミサゴ ミサゴ   NT  1､4 ・ ○ 

大きな河川の下流から

潟、沿岸海上、山間の

ダム湖 
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表 4.3-7(2) 文献その他の資料による動物の重要な種（鳥類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

34 タカ タカ ハチクマ   NT NT 1､4 C  低山や平地の林 

35 
 

 オジロワシ 国天 国内 VU VU 1､2､4 B  
海岸沿い、内陸の湖

沼、河川 

36 
 

 オオワシ 国天 国内 VU VU 1､2､4 ・  
海岸沿い、平野部内陸

湖沼 

37   チュウヒ  国内 EN NT 1､4 C ○ 河川や海浜、平地池沼 

38   ツミ    DD 1､4 C  林内 

39   ハイタカ   NT NT 1､4 C  低山から平地の林 

40 
 

 オオタカ   NT NT 1､4 C ○ 
里地里山、低山から平

地の緑地など 

41   サシバ   VU VU 1､4 C  里山、丘陵地帯の水田 

42 

 

 ノスリ      C ○ 

山地や丘陵地の里山・

森林、冬は丘陵地や平

野の農耕地周囲 

43   イヌワシ 国天 国内 EN CR+EN 1､4 ・ ○ 山地山林 

44   クマタカ  国内 EN CR+EN 1､4 ・ ○ 山地山林 

45 
フクロウ 

フクロウ オオコノハズク    要 1 C  
山地から平地の森林、

茂った木立 

46 
 

 コノハズク    要 1 C ○ 
山地の自然度が高い森

林 

47   フクロウ     1 C ○ 平地の林 

48   アオバズク    VU 1 C ○ 平地の林や木立 

49 
 

 トラフズク     1 ・  
平地から山地の林、川

原、草原、農耕地など 

50   コミミズク    要 1 B ○ 田園地帯や草原 

51 ブッポ カワセミ アカショウビン    要 1 ・  山地の森林 

52 ウソウ  カワセミ     1､4 C ○ 水質の良好な水辺 

53   ヤマセミ    要 1､4 ・ ○ 山間の清流 

54 キツツキ キツツキ アカゲラ      C  林 

55   アオゲラ      C ○ 山地や丘陵地の林 

56 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ     1､4 C  田園地帯の建造物 

57 
 

 チゴハヤブサ    要  ・  
平地の草原、農耕地、

林など 

58 
 

 ハヤブサ  国内 VU NT 1､4 B  
海岸から山地の崖、市

街地 

59 スズメ サンショウクイ サンショウクイ   VU VU  C  低山から平地の林 

60  カササギヒタキ サンコウチョウ     1 C ○ 平地や丘陵の林 

61 
 

モズ チゴモズ   CR CR+EN 1､4 B  
低山から山地の開けた

農耕地 

62   モズ     1 C ○ 里地里山 

63 
 

 アカモズ   EN CR+EN 1､4 B  
低山から山地の開けた

農耕地 

64  ヒバリ ヒバリ      C ○ 草地や農耕地 

65  ツバメ ツバメ      C ○ 人里 

66  ウグイス ウグイス     1､4 + ○ 里地里山、市街地 

67  ムシクイ センダイムシクイ      C ○ 里地幸山 

68 

 

センニュウ オオセッカ  国内 EN VU 1､3､4 ・  

ヨシとチガヤが混在す

る、やや乾燥気味の湿

性草地 

69  ヨシキリ オオヨシキリ     1､4 C ○ 河川や田圃等のヨシ原 

70 
 

 コヨシキリ     1､4 C ○ 
河川や田園等の水辺に

ある高茎草地  
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表 4.3-7(3) 文献その他の資料による動物の重要な種（鳥類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

71 スズメ セッカ セッカ     1､4 C ○ 河川や水田などの草地 

72 
 

ゴジュウカラ ゴジュウカラ      ・ ○ 
山地の広葉樹林や混交

林 

73  カワガラス カワガラス      C ○ 河川の中上流 

74  ヒタキ トラツグミ      C ○ 森林や里山 

75   クロツグミ     1､4 C ○ 森林や里山 

76   シロハラ      C ○ 林 

77 
 

 コルリ     1､4 C ○ 
山地森林、低地のよく

茂った林や藪 

78 
 

 ルリビタキ      C  
高山のハイマツ林、低

地のよく茂った林や藪 

79   コサメビタキ      ・ ○ 里地里山 

80 
 

 キビタキ      C ○ 
林内空間が空いている

林 

81 
 

 オオルリ     1､4 C ○ 
山地や丘陵の、水流に

接した林 

82  セキレイ キセキレイ     1､4 C ○ 水辺 

83 
 

 セグロセキレイ     4 C ○ 
平地から山地の河川、

湖沼、農耕地など 

84  ホオジロ ホオジロ      + ○ 疎林や林縁 

85 

 

 ホオアカ      C ○ 

河川敷の草地や堤防、

水田地帯の土手草地、

山地の牧草地 

86   ノジコ   NT 要 1､4 C  平地から山地の林 

87 

 

 アオジ      C  

藪や木立がある草地が

広がった河川敷、海岸

後背地周囲の林縁など 

88 
 

 コジュリン   VU VU 1､4 ・  
内陸平野部や河口周辺

のヨシ原 

- 16 目 33 科 88 種 6 種 8 種 38 種 40 種 65 種 87 種 47 種 - 

注：1．表内の選定基準の No 及びカテゴリーの記号等は表 4.3-5 に対応している。 

2．表中の※については以下のとおりである。 

※1：亜種ヒシクイ（VU）で掲載 

※2：亜種オオヒシクイ（NT）で掲載 
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表 4.3-8 文献その他の資料による動物の重要な種（爬虫類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

1 カメ イシガメ ニホンイシガメ   NT DD    池沼、渓流 

2 
有鱗 

トカゲ ヒガシニホントカゲ     1 C ○ 
庭、畑、道路脇の斜面、

林縁部、石垣や山道 

3 
 

カナヘビ ニホンカナヘビ      + ○ 
平地から低山地の藪や草

地、庭先など 

4 
 

タカチホヘビ タカチホヘビ    DD 1 ・  
腐植の堆積が多い自然度

が高い林 

5 
 

ナミヘビ アオダイショウ      + ○ 
山地の森林から平野部の

人家まで 

6   ジムグリ      + ○ 樹林、耕作地 

7   シロマダラ    DD 1 C  里山付近から山地 

8   ヒバカリ      C ○ 水辺の湿った林床 

9   ヤマカガシ      + ○ 水田 

10 
 

クサリヘビ ニホンマムシ      C  
豊かな動物相が維持され

ている林 

- 2 目 6 科 10 種 0 種 0 種 1 種 3 種 3 種 9 種 6 種 - 

注：表内の選定基準の No 及びカテゴリーの記号等は表 4.3-5 に対応している。 

 

表 4.3-9 文献その他の資料による動物の重要な種（両生類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境 

指標

種 

1 有尾 サンショウウオ トウホクサンショウウオ   NT NT 4 C ○ 山地から丘陵、林や森林 

2   クロサンショウウオ   NT LP  C ○ 山地から丘陵、林や森林 

3 
 

 
キタオウシュウサンショ

ウウオ 
   NT 2 C ○ 

山地渓流 

4 
 

イモリ アカハライモリ   NT LP  C ○ 
山に近い水田や溜池、山

間部の湖沼 

5 無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル      C  海岸から高山まで 

6 

 

アマガエル ニホンアマガエル      + ○ 

海岸付近から市街地の植

込みや公園、草原から高

山帯付近 

7 
 

アカガエル タゴガエル      C  
山地から高山帯までの、

森林や高山、草原 

8 
 

 ニホンアカガエル      +  
平地や丘陵地の水田や湿

地 

9 
 

 トノサマガエル 
  NT 要 

   
池や湿地、沼、河川、水

田 

10   トウキョウダルマガエル   NT NT  C ○ 田圃 

11 
 

 ツチガエル    NT  C ○ 
丘陵周辺の水田を含む湿

地や溜池周辺の湿地など 

12  アオガエル シュレーゲルアオガエル      + ○ 水田 

13   モリアオガエル      B ○ 山地森林 

14   カジカガエル      + ○ 清流 

- 2 目 6 科 14 種 0 種 0 種 5 種 7 種 2 種 13 種 10 種 - 

注：表内の選定基準の No 及びカテゴリーの記号等は表 4.3-5 に対応している。 
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表 4.3-10(1) 文献その他の資料による動物の重要な種（昆虫類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

1 
トンボ 

イトトンボ ヒヌマイトトンボ   EN CR+EN 1､2 EX  
平地から丘陵地の草丈の低

い湿地 

2 
 

 モートンイトトンボ   NT     
平地や丘陵地の水生植物の

豊富な河川 

3  カワトンボ アオハダトンボ   NT     河川の源流部 

4 

 
ムカシトン

ボ 
ムカシトンボ     1､4 + ○ 

平地から丘陵地のヨシやガ

マなどの大型抽水植物が繁

茂した池沼や湿地 

5 
 

ヤンマ ネアカヨシヤンマ   NT NT  /  
海岸沿いの植生豊かな池沼

や放棄水田 

6   マダラヤンマ   NT NT  ・  樹林に囲まれた池沼 

7 
 

 マルタンヤンマ    NT  ・  
海岸沿いの後背湿地、丘陵

地の水田・湿地 

8 
 

 カトリヤンマ    CR+EN 1 B  
抽水植物の生えるようなや

や大きめの池沼 

9 
 サナエトン

ボ 
ウチワヤンマ     1 C  

河川の源流から上流域 

10 

 

 ヒメサナエ    VU 1 ・  

平地から丘陵地の周囲に樹

林のある砂泥底の河川中、

下流域 

11 
 

 ナゴヤサナエ   VU CR+EN 1､2 ・  
崖地で地下水のしたたり落

ちる湿地 

12 
 ムカシヤン

マ 
ムカシヤンマ     1､4 C ○ 

平野部から山沿いの植生豊

かな開けた大き目の池沼 

13  エゾトンボ オオトラフトンボ    VU 1 C  林床湿地や放棄水田など 

14   エゾトンボ    VU  ・  水量豊富な湿地 

15  トンボ ハッチョウトンボ    VU 1 B ○ 平地～低山地の池沼、水田 

16   コノシメトンボ    CR+EN 1 A  抽水植物の多い池沼 

17   キトンボ    VU 1 A  水田 

18   ナツアカネ      C ○ 水田 

19   マユタテアカネ      C ○ 水田 

20   アキアカネ      C ○ 水田 

21   ノシメトンボ      C ○ 水田 

22   マイコアカネ      C ○ 池沼周辺の湿地や湿地 

23   ヒメアカネ    CR+EN 1 B  照葉樹林 

24 

ゴキブ

リ 
オオゴキブ

リ 
オオゴキブリ    VU  ・  

丘陵地のススキ草原、斜面

につくられた水田のあぜの

草地など 

25 バッタ マツムシ スズムシ     1 B  海浜と砂地 

26 
 ヒバリモド

キ 
ハマスズ    CR+EN  ・  

海浜 

27  バッタ ヤマトマダラバッタ    VU 2 ・ ○ 上・中流河川の河原 

28   カワラバッタ    NT 1 ・ ○ 丘陵地～山地のマツ林 

29 カメム セミ エゾゼミ      ＋ ○ 海浜、砂浜 

30 シ ヨコバイ スナヨコバイ   NT CR+EN  ・  水深の浅い開放的な止水域 

31 (半翅) コオイムシ コオイムシ   NT NT 1 B  安定した池沼または緩流 

32 
 

 タガメ   VU CR+EN 1 B ○ 
日当たりの良い湿地を伴う

草原 
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表 4.3-10(2) 文献その他の資料による動物の重要な種（昆虫類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

33 アミメ ツノトンボ キバネツノトンボ    VU 1 B  やや湿性の草原 

34 カゲロ  ツノトンボ    CR+EN 1 A  砂地 

35 ウ ウスバカゲ カスリウスバカゲロウ    DD  ・  海浜や砂地 

36 (脈翅) ロウ オオウスバカゲロウ    CR+EN  ・ ○ 湿地(ヨシ原) 

37 

チョウ

(鱗翅) ボクトウガ ハイイロボクトウ   NT   ・  

人為的に管理されたススキ

草原や疎林、林縁・林間の

草地、湿性の草原 

38 

 
セセリチョ

ウ 
ホシチャバネセセリ   EN VU 1 B  

人為的に管理された半自然

草原や植林地、伐採地など

の一時的な草地 

39 
 

 チャマダラセセリ   EN CR+EN 1 A  
谷筋のトチノキの生える原

生林 

40 
 シジミチョ

ウ 

スギタニルリシジミ本州

亜種 
     ・ ○ 

山地のミズナラ、コナラ林 

41   ジョウザンミドリシジミ      ・ ○ 山地・丘陵地のクヌギ林 

42 
 

 クロミドリシジミ     1 C  
急陵な崩壊地の植生内、深

山 

43 

 

 オオゴマシジミ   NT     

クヌギ、コナラ、カシワな

どの疎林、ススキを主とし

た草地、マツ、カラマツな

どの幼木がある草地 

44 
 

 クロシジミ   EN CR+EN 1 A  
山地のブナ林、丘陵地のブ

ナ林・イヌブナ林 

45 
 

 フジミドリシジミ     1 ・ ○ 
丘陵地の樹林、山地渓流周

辺 

46 
 

 カラスシジミ    NT  ・  
採草地、農地周辺、河川堤

防、疎林 

47 
 タテハチョ

ウ 
ウラギンスジヒョウモン 

  VU  
   

日当たりの良い低茎のシバ

型草原 

48   オオウラギンヒョウモン   CR EX  EX  里山の広葉樹林や河畔林 

49   オオムラサキ   NT  1 C ○ 山地の草原 

50 
 

 
ギンボシヒョウモン本州

亜種 
   CR+EN 1 A  

都市公園、屋敷林 

51 
 アゲハチョ

ウ 
アオスジアゲハ     4 ・ ○ 

落葉広葉樹林や伐採後の植

林地 

52 
 

 ヒメギフチョウ本州亜種   NT NT 1 B ○ 
人為的に管理された半自然

草地 

53 
 

シロチョウ 
ヒメシロチョウ北海道・

本州亜種 
  EN※1 

CR+EN
※1 

 EX  
明るい疎林 

54 
 ジャノメチ

ョウ 
キマダラモドキ   NT NT 1 ・  

疎林内や湿地の草原 

55 
 

 ウラジャノメ本州亜種    DD 1､2 ・  
堤防、土手などのイネ科植

物の多い草原 

56   ジャノメチョウ      C ○ 水環境 

57  ツトガ ゼニガサミズメイガ    NT  ・  草原 

58  カレハガ ヒロバカレハ   VU     ハンノキ林など 

59 
 ヤママユガ オナガミズアオ 

  NT     
河川敷に発達した草地や氾

濫荒地、火山性草原 

60  スズメガ ヒメスズメ   NT VU  ・  低地の落葉広葉樹林 

61   ギンボシスズメ    CR+EN 1 A  樹林(イイギリ) 
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表 4.3-10(3) 文献その他の資料による動物の重要な種（昆虫類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

62 
チョウ

(鱗翅) 

シャチホコ

ガ 

タッタカモクメシャチホ

コ 
   NT 1､2 ・  

山地の草原 

63 
 

 
クワヤマエグリシャチホ

コ 
  NT NT 1 ・  

草原 

64  ヒトリガ キバラヒトリ    NT 1 ・  山地 

65  ドクガ フタホシドクガ    NT 1 ・  丘陵地から山間部の湿地 

66 
 

ヤガ キスジウスキヨトウ   VU NT  ・  
里山のクヌギの混じる雑木

林 

67   コシロシタバ   NT VU 1 ・  低湿地 

68 
 

 ヌマベウスキヨトウ   VU   ・  
ヨモギの交える河川敷や火

山性草原 

69   ギンモンセダカモクメ   NT DD 1 ・  セリ科植物のある草原 

70   オガサワラヒゲヨトウ   EN CR+EN 1 B  丘陵地、沼沢地 

71   オオチャバネヨトウ   VU NT  ・  低湿地、河川敷 

72   ギンモンアカヨトウ   VU   ・  河口付近の潮間帯 

73 
コウチ

ュウ 
オサムシ 

キバナガミズギワゴミム

シ 
   VU  ・  

河口付近 

74   ハマベミズギワゴミムシ    VU  ・  河川や湖沼周辺の湿地 

75 
 

 ツヤキベリアオゴミムシ   VU VU  ・  
低地から山地、河川敷や農

耕地周辺など 

76   セアカオサムシ   NT NT  ・  山地や丘陵地の湿地 

77 

 

 ヤマトトックリゴミムシ     1 B  

比較的大きな河川の中流域

および下流域の河川敷や田

畑の周辺、池畔のヨシ原、

谷戸地 

78   キベリマルクビゴミムシ   EN     湿原や池沼周辺の水ぎわ 

79   エチゴトックリゴミムシ   NT NT  ・  汽水域のヨシ原 

80 
 

 
ギョウトクコミズギワゴ

ミムシ 
  VU DD  ・  

砂浜海岸 

81 
 

 ヒョウタンゴミムシ    NT  ・ ○ 
砂浜や河川敷などの広い砂

地 

82 
 

ハンミョウ カワラハンミョウ   EN CR+EN 1 ・ ○ 
低山地の林道、登山道、裸

地など 

83 
 

 ハンミョウ      B  
山間や河川敷の半裸地、低

茎草地 

84 
 

 ホソハンミョウ   VU NT  ・  
平地から低山地の水草の豊

富な池沼、水田など 

85 
 

ゲンゴロウ クロゲンゴロウ   NT     
自然池沼、溜池、水田など

の止水 

86 

 

 ゲンゴロウ   VU NT 1 ・  

平地から丘陵の水草の豊富

な浅い池沼、湿地、水田、

放棄水田 

87 

 

 シマゲンゴロウ   NT   ・  

平地から低地にかけての湧

水のある水田、樹林中の細

流や池沼など 

88 

 

 
オオイチモンジシマゲン

ゴロウ 
  EN VU 1 ・  

水生商物の豊富な池沼、湿

原、溜池、水田、休耕田、

放棄水田 

89   ケシゲンゴロウ   NT     樹林内の水たまり 

90 
 

 エゾヒメゲンゴロウ    DD  ・  
平地から丘陵地の池沼、水

田、河川の淀み 
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表 4.3-10(4) 文献その他の資料による動物の重要な種（昆虫類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

91 
コウチ

ュウ 

ミズスマシ ヒメミズスマシ 
  

EN 
    

平地から丘陵地の池沼、水

田、河川の淀み 

92   ミズスマシ   VU     水草の多く生育する湖沼 

93 
 コガシラミ

ズムシ 

クビボソコガシラミズム

シ 
  DD     

水生植物の豊富な浅い水

域、水田 

94   マダラコガシラミズムシ   VU DD  ・  水生植物の豊富な止水域 

95 

 

ガムシ ガムシ   NT     

比較的水深の深い(50cm～

1m 程度)水生植物が豊富な

池沼 

96   シジミガムシ   EN     針葉樹、広葉樹 

97 

 
クワガタム

シ 
ネブトクワガタ本土亜種    DD※2  ・  

丘陵地、山地のコナラ、ク

ヌギ、ミズナラ、ヤナギな

どの雑木林 

98   ミヤマクワガタ      C ○ ブナ林 

99 
 

 オニクワガタ     1 ・ ○ 
丘陵地、山地のコナラ、ク

ヌギ、ヤナギなどの雑木林 

100   ノコギリクワガタ      C ○ 里山(猛禽類の巣で成長) 

101  コガネムシ アカマダラハナムグリ   DD NT  ・  牧場 

102   ダイコクコガネ   VU VU  ・  海岸の砂浜 

103   ヤマトケシマグソコガネ    NT  ・  平地や山地の森林 

104 
 コブスジコ

ガネ 
コブナシコブスジコガネ    NT  ・  

山間の渓流沿い 

105 
 ナガハナノ

ミ 

タテスジヒメヒゲナガハ

ナノミ 
      DD   ・   

エノキ、ケヤキ、サクラ、

カシ類等の古木 

106  タマムシ ヤマトタマムシ       NT 1､2 B   山地 

107 
 コメツキム

シ 
ミヤマヒサゴコメツキ    NT    

海岸に漂着した流木 

108   カワイヒラアシコメツキ    DD  ・  砂浜 

109 
 コメツキム

シ 
スナサビキコリ    NT 2 ・  

山麓部から山間部の清流 

110  ホタル ゲンジボタル    NT 1 C ○ 山林 

111   ヒメボタル    NT  ・  湿地(ヨシ原) 

112   スジグロボタル    NT  ・  森林(アミスギタケにつく) 

113 
 オオキノコ

ムシ 
クロホシチビオオキノコ    DD 1 ・  

自然度の高い広葉樹林 

114 
 ツチハンミ

ョウ 

ムラサキオオツチハンミ

ョウ 
   NT    

砂浜海岸 

115 
 ゴミムシダ

マシ 

ハマヒョウタンゴミムシ

ダマシ 
     ・ ○ 

クリ、ミズナラ、コナラな

どを寄主とする 

116 
 カミキリム

シ 

ヤマトキモンハナカミキ

リ 
   VU  ・  

人里から山間の広葉樹林 

117   ヨツボシカミキリ   EN CR+EN  ・  林内の路傍 

118 
 

ハムシ ベニカメノコハムシ    NT  ・  
丘陵から山間にかけての、

ごく限られたススキ草原 

119   タグチホソヒラタハムシ    VU  ・  スゲ類を寄主とする 

120 
 

 シラハタミズクサハムシ    VU  ・  
エゴノキの果実を食餌とす

る 

121 
 ヒゲナガゾ

ウムシ 
エゴヒゲナガゾウムシ    DD  ・  

砂地、海浜性 

122 ハチ クモバチ アカゴシクモバチ    NT※3  ・  クロマツ林内など 

123   ムツボシクモバチ   NT※4   ・  海浜 

124   チシマシロフクモバチ    NT※5  ・  海浜 

125   ハイイロクモバチ    NT※6  ・  砂地、海浜性 
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表 4.3-10(5) 文献その他の資料による動物の重要な種（昆虫類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境

指標

種 

126 ハチ ツチバチ オオモンツチバチ    NT  ・  朽ち木、倒木 

127 
 ギングチバ

チ 
ササキリギングチ   NT   ・  

海浜 

128 
 ドロバチモ

ドキ 

ヤマトスナハキバチ本土

亜種 
  DD※7 NT※7    

海浜海岸、砂質の河川敷、

湖畔の砂地 

129   ニッポンハナダカバチ   VU CR+EN  ・  海浜 

130 
 アリマキバ

チ 
アシジロヨコバイバチ    NT  ・  

林道脇の切土面 

131   ミヤギノヨコバイバチ    VU  ・  海浜や河川の流域 

132   キアシマエダテバチ    DD  ・  海浜、砂地 

133 
 フシダカバ

チ 
キスジツチスガリ    VU 1 ・  

海浜性 

134 
 ムカシハナ

バチ 
ホソメンハナバチ    CR+EN  ・  

砂浜河岸 

135   ノウメンメンハナバチ    CR+EN  ・  丘陵(青葉山丘陵)、ハギ類 

136  コハナバチ アオスジハナバチ    CR+EN 1､2 ・  海浜 

137 
 

ハキリバチ キヌゲハキリバチ    VU 1 ・  
平地ないし低山地、日当た

りのよい果樹園など 

138   マイマイツツハナバチ   DD VU 1 ・  里山、二次林(コナラ)など 

139 
 

コマユバチ ウマノオバチ   NT   ・  
平地から丘陵地の草丈の低

い湿地 

- 8 目 62 科 139 種 
0

種 

0

種 

58

種 

95 

種 

51 

種 

122

種 

27 

種 

 

注：1．表内の選定基準の No 及びカテゴリーの記号等は表 4.3-5 に対応している。 

2．表中の※については以下のとおりである。 

※1：ヒメシロチョウで掲載          ※2：ネブトクワガタで掲載 

※3：アカゴシベッコウで掲載         ※4：ムツボシベッコウで掲載 

※5：チシマシロフベッコウで掲載       ※6：ナミコナフキベッコウで掲載 

※7：ヤマトスナハキバチで掲載 

 

表 4.3-11(1) 文献その他の資料による動物の重要な種（魚類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境 

指標

種 

1 
ヤツメ

ウナギ 

ヤツメウナ

ギ 
スナヤツメ類   VU※1 NT 1 B  

感潮域のヨシ群落 

2  カワヤツメ   VU DD 1 /  中小河川、農業用水路 

3 ウナギ ウナギ ニホンウナギ   EN NT 1 B ○ 河川 

4 コイ コイ キンブナ   VU NT※2  +  
河川の上～下流域や河

口、湖沼 

5   テツギョ    CR+EN 1 /  河川の上～中流、湖沼 

6   タナゴ   EN CR+EN  EX  溜池 

7 
 

 アカヒレタビラ   EN CR+EN  EX  
河川の下流や平野部の湖

沼 

8 
 

 ゼニタナゴ   CR CR+EN  EW  
河川の下流や農業用溜

池、農業用水路 

9 
 

 エゾウグイ   LP※3 VU 1､4 /  
河川の下流や平野部の湖

沼 

10   ウグイ      + ○ 流れが緩やかな場所 

11 
 

 シナイモツゴ   CR CR+EN 1､4 /  
河川の上～下流、河口や

湖沼 
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表 4.3-11(2) 文献その他の資料による動物の重要な種（魚類） 

No. 目名 科名 種名 

選定基準 

主な生息環境 
① ② ③ ④ 

⑤ 

学術

上重

要種 

減少

種 

環境 

指標

種 

12 
コイ 

ドジョウ ドジョウ   
NT※4 

DD※5 
    

丘陵地や田園地帯、山地

地域 

13 

 

 ホトケドジョウ   EN NT 1 + ○ 

河川中・下流域、用水路

などの流れの緩やかな泥

底、水田などの浅い湿地 

14 
ナマズ 

ギギ ギバチ   VU NT 1 +  
小河川の上流部や山地の

水田の細流 

15 
サケ 

アユ アユ      + ○ 
河川の中～加修、丘陵地

の溜池や農業用水路 

16  サケ ニッコウイワナ   DD   B  河川中流 

17   サクラマス   NT※6 NT※7 1 ・ ○ 河川の上流域 

-   サクラマス(ヤマメ)   NT   + ○ 河川上流～下流 

18 ダツ メダカ ミナミメダカ   VU NT 1 A ○ 河の渓流や上流 

19 
 

サヨリ クルメサヨリ   NT DD 1 /  
丘陵地の小川や農業用溜

池 

20 
トゲウ

オ 
トゲウオ ニホンイトヨ   LP※8 DD 1､4 /  

汽水性 

21 
 

カジカ カジカ   NT※9   + ○ 
河川の河口、汽水域、下

流、干潟等 

22 
 

 
ウツセミカジカ(回

遊型) 
  EN※10 VU※11 1 /  

上流～中流の川底が浮石

の場所 

23 スズキ ハゼ シロウオ   VU VU  /  河川下流 

24   ヒモハゼ   NT NT 1 / ○ 中小河川、河川下流 

25 
 

 スミウキゴリ   LP※12  1 /  
干潟、湧水があるような

良質な砂泥の場所 

26   ヘビハゼ   DD DD 1 /  河川 

27   エドハゼ   VU VU 1､2 /  汽水域から海水域の砂底 

28   マサゴハゼ   VU CR+EN 1､2 /  河口周辺の良好な干潟 

29   アベハゼ    NT 2 /  良好な干潟 

- 8 目 12 科 29 種 0 種 0 種 25 種 23 種 19 種 28 種 9 種  

注：1．表内の選定基準の No 及びカテゴリーの記号等は表 4.3-5 に対応している。 

2．表中の※については以下のとおりである。 

※1：スナヤツメ北方種、スナヤツメ南方種で掲載 

※2：河川のキンブナが該当          ※3：東北地方のエゾウグイが該当 

※4：ドジョウが該当             ※5：キタドジョウが該当 

※6：サクラマス（ヤマメ）で掲載       ※7：サクラマス（降海型）が該当 

※8：本州のニホンイトヨが該当        ※9：カジカ大卵型で掲載 

※10：カジカ小卵型で掲載           ※11：ウツセミカジカで掲載 

※12：北海道南部･東北地方のスミウキゴリが該当 
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②  動物の注目すべき生息地 

動物の注目すべき生息地については、表 4.3-12 に示す法令や規制等の選定基準に基づき、

学術上又は希少性の観点から選定した。動物の注目すべき生息地の位置は図 4.3-5 及び図

4.3-6 のとおりである。 

事業実施想定区域の周囲には「釜房鳥獣保護区」、動物の生息地として重要な地域（仙

台市）の「広瀬川（中～下流域）」、「奥羽山脈から青葉山丘陵地域への緑の回廊」、「秋保地

区」及び「名取川（上～中流域）」が存在しており、「環境省報道発表資料－希少猛禽類調

査（イヌワシ・クマタカ）の結果について－」（環境省 HP、閲覧：令和元年 11月）及び「生

物多様性情報システム－基礎調査データベース検索－（第 6 回自然環境保全基礎調査 動植

物分布調査報告書）」（環境省 HP、閲覧：令和元年 11 月）によると、天然記念物（国天）で

あるイヌワシの生息とカモシカの生息が確認されている。また、「環境アセスメントデータ

ベース センシティビティマップ」（環境省 HP、閲覧:令和元年 11 月）によると事業実施想

定区域を含む 2 次メッシュは「注意喚起レベル A3」に該当している。 

事業実施想定区域は動物の生息地として重要な地域（仙台市）「奥羽山脈から青葉山丘陵

地域への緑の回廊」、「天然記念物（国天）であるイヌワシとカモシカの生息域」及び「注意

喚起レベル A3」に含まれている。 

 

表 4.3-12(1) 注目すべき生息地の選定基準 

選定基準 文献その他資料 

① 

「文化財保護法」（昭和 25 年法律

第 214 号、最終改正：平成 30 年 6

月 8 日） 

「宮城県文化財保護条例」（昭和 50

年宮城県条例第 49 号） 

「仙台市文化財保護条例」（昭和 37

年仙台市条例第 27 号） 

特天：特別天然記念物 

国天：天然記念物 

県天：県指定天然記念物 

市天：市指定天然記念物 

「国指定文化財等

データベース」（文

化庁 HP、閲覧：令

和元年 11 月）、「宮

城県の天然記念物

一覧」（宮城県 HP、

閲覧：令和元年 11

月）、「仙台市の文

化財一覧」（仙台市

HP、閲覧：令和元

年 11 月） 

② 

「絶滅のおそれのある野生動植物

の種の保存に関する法律」（平成 4

年法律第 75 号、最終改正：令和元

年 6 月 14 日）及び「絶滅のおそれ

のある野生動植物の種の保存に関

する法律施行令」（平成 5 年政令第

17 号、最終改正：令和元年 11 月 7

日） 

生息：生息地等保護区 「絶滅のおそれの

ある野生動植物の

種の保存に関する

法律施行令」（平成

5 年政令第 17 号、

最終改正：令和元

年 11 月 7 日） 
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表 4.3-12(2) 注目すべき生息地の選定基準 

選定基準 文献その他資料 

③ 

「特に水鳥の生息地として国際的

に重要な湿地に関する条約（ラム

サール条約）」（昭和 55 年条約第 28

号、最終改正：平成 6 年 4 月 29

日）に基づく重要な湿地 

基準 1：特定の生物地理区を代表するタイプの湿地、

又は希少なタイプの湿地 

基準 2：絶滅のおそれのある種や群集を支えている湿

地 

基準 3：生物地理区における生物多様性の維持に重要

な動植物を支えている湿地 

基準 4：動植物のライフサイクルの重要な段階を支え

ている湿地。または悪条件の期間中に動植物

の避難場所となる湿地 

基準 5：定期的に 2 万羽以上の水鳥を支える湿地 

基準 6：水鳥の 1 種または 1 亜種の個体群で、個体数

の 1％以上を定期的に支えている湿地 

基準 7：固有な魚類の亜種、種、科の相当な割合を支

えている湿地。また湿地というものの価値を

代表するような、魚類の生活史の諸段階や、

種間相互作用、個体群を支え、それによって

世界の生物多様性に貢献するような湿地 

基準 8：魚類の食物源、産卵場、稚魚の生息場として

重要な湿地。あるいは湿地内外における漁業

資源の重要な回遊経路となっている湿地 

基準 9：湿地に依存する鳥類に分類されない動物の種

及び亜種の個体群で、その個体群の 1 パーセ

ントを定期的に支えている湿地 

「日本のラムサー

ル条約湿地－豊か

な自然・多様な湿

地の保全と賢明な

利用－」（環境省

HP、閲覧：令和元

年 11 月） 

④ 

「生物多様性の観点から重要度の

高い湿地」（環境省 HP、閲覧：令和

元年 11 月）に基づく重要度の高い

湿地 

基準 1：湿原・塩性湿地、河川・湖沼、干潟・マング

ローブ林、藻場、サンゴ礁のうち、生物の生

育・生息地として典型的または相当の規模の

面積を有している場合 

基準 2：希少種、固有種等が生育・生息している場合 

基準 3：多様な生物相を有している場合 

基準 4：特定の種の個体群のうち、相当数の割合の個 

体数が生息する場合 

基準 5：生物の生活史の中で不可欠な地域（採餌場、

産卵場等）である場合 

「生物多様性の観

点から重要度の高

い湿地」（環境省

HP、閲覧：令和元

年 11 月） 

⑤ 

「環境省報道発表資料－希少猛禽

類調査（イヌワシ・クマタカ）の

結果について－」（環境省 HP、閲

覧：令和元年 11 月） 

生息確認 

生息推定 

一時滞在 

「環境省報道発表

資料－希少猛禽類

調査（イヌワシ・

クマタカ）の結果

について－」（環境

省 HP、閲覧：令和

元年 11 月） 

⑥ 

「環境アセスメントデータベース 

センシティビティマップ」（環境省

HP、閲覧:令和元年 11 月）に基づ

く注意喚起レベル 

メッシュごとに重要種と集団飛来地のランクを合計し

注意喚起レベルを決定 

注意喚起レベル A1：メッシュのランク 6 

注意喚起レベル A2：メッシュのランク 5 

注意喚起レベル A3：メッシュのランク 3～4 

注意喚起レベル B：メッシュのランク 2 

注意喚起レベル C：メッシュのランク 1 

「環境アセスメン

ト デ ー タ ベ ー ス 

センシティビティ

マップ」（環境省

HP、閲覧：令和元

年 11 月） 

⑦ 

「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟

の適正化に関する法律」（平成 14

年法律第 88 号、最終改正：平成 27

年 3 月 31 日） 

都道府県指定鳥獣保護区 

国指定鳥獣保護区 

特：特別保護地区 

特指：特別保護指定区域 

「令和元年度 宮城

県鳥獣保護区等位

置図」（宮城県、令

和元年） 
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表 4.3-12(3) 注目すべき生息地の選定基準 

選定基準 文献その他資料 

⑧ 

「重要野鳥生息地（IBA）」（日本野

鳥の会 HP、閲覧：令和元年 11 月） 

A1 ：世界的に絶滅が危惧される種、または全世界で

保護の必要がある種が、定期的・恒常的に多数

生息している生息地。 

A2 ：生息地域限定種（Restricted-range species）

が相当数生息するか、生息している可能性があ

る生息地。 

A3 ：ある 1 種の鳥類の分布域すべてもしくは大半が

1 つのバイオーム※に含まれている場合で、そ

のような特徴をもつ鳥類複数種が混在して生息

する生息地、もしくはその可能性がある生息地

（※バイオーム：それぞれの環境に生きている

生物全体）。 

A4ⅰ：群れを作る水鳥の生物地理的個体群の 1％以上

が定期的に生息するか、または生息すると考え

られるサイト。 

A4ⅱ：群れを作る海鳥または陸鳥の世界の個体数の

1％以上が定期的に生息するか、または生息す

ると考えられるサイト。 

A4ⅲ：1 種以上で 2 万羽以上の水鳥、または 1 万つが

い以上の海鳥が定期的に生息するか、または生

息すると考えられるサイト。 

A4ⅳ：渡りの隘路にあたる場所で、定められた閾値を

超える渡り鳥が定期的に利用するボトルネック

サイト。 

「IMPORTANT BIRD 

AREAS IN JAPAN 翼

が結ぶ重要生息地ネ

ットワーク」（日本

野鳥の会 HP、閲覧：

令和元年 11 月） 

⑨ 

「生物多様性保全の鍵になる重要

な地域（KBA）」（コンサベーショ

ン・インターナショナル・ジャパ

ン HP、閲覧：令和元年 11 月） 

危機性 ：IUCN のレッドリストの地域絶滅危惧種

（CR、EN、VU）に分類された種が生息／生

育する 

非代替性：a) 限られた範囲にのみ分布している種

（RR）が生息／生育する、b) 広い範囲に

分布するが特定の場所に集中している種が

生息／生育する、c) 世界的にみて個体が

一時的に集中する重要な場所、d) 世界的

にみて顕著な個体の繁殖地、e) バイオリ

ージョンに限定される種群が生息／生育す

る 

「Key Biodiversity 

Area 生物多様性保全

の鍵になる重要な地

域」（コンサベーシ

ョン・インターナシ

ョナル・ジャパン

HP、閲覧：令和元年

11 月） 

⑩ 

「平成 28 年度 仙台市自然環境に

関する基礎調査報告書」（仙台市

HP、閲覧：令和元年 11 月）に掲載

の「動物生息地として重要な地

域」 

1：保全上重要な動植物種が高密度で分布する地域

（動物の繁殖場、集団越冬・集団越冬地となって

いる地域など） 

2：多様な生物相が保存されている地域 

3：自然性の高い植生、その他学術上重要な植生が保

存されている地域 

4：湿地、湧水、岸壁地、地滑り等の動植物の生息・

生育地として特異な環境を有する地域 

5：自然とのふれあいの場としてふさわしい地域 

6：環境教育の場としてふさわしい地域 

7：郷土の特色が保存されている地域（里地里山・居

久根等） 

8：緑の回廊としてあるいは動物の移動のネットワー

クとして重要な地域（山地から市街地への連続し

た緑地、市街地や田園地域に点在する緑地等） 

9：海辺や水辺、植生帯境界等のエコトーンとして重

要な地域 

「平成 28年度 仙台

市自然環境に関する

基礎調査報告書」

（仙台市 HP、閲覧：

令和元年 11 月） 
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図 4.3-5 動物の注目すべき生息地 

「環境省報道発表資料－希少猛禽類調査（イヌ

ワシ・クマタカ）の結果について－」（環境省

HP、閲覧：令和元年 11 月）、「生物多様性情報シ

ステム－基礎調査データベース検索－（第 6 回

自然環境保全基礎調査 動植物分布調査報告

書）」（環境省 HP、閲覧：令和元年 11月） 

より作成 

事業実施想定区域 
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図 4.3-6 動物の注目すべき生息地  

事業実施想定区域 

「令和元年度 宮城県鳥獣保護区等位置図」（宮

城県、令和元年）、「環境アセスメントデータベ

ース センシティビティマップ」（環境省 HP、閲

覧：閲覧：令和元年 11 月）、「平成 28 年度 仙

台市自然環境に関する基礎調査報告書」（仙台市

HP、閲覧：令和元年 11月） 

より作成 

事業実施想定区域 
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③  専門家等へのヒアリング 

文献その他の資料の収集のみでは得られない地域の情報について、専門家等へのヒアリ

ングを実施した。 

ヒアリングの結果、事業実施想定区域及びその周囲に生息する重要な種及び注目すべき

生息地について表 4.3-13 に示す情報が得られた。 

 

表 4.3-13(1) 専門家等へのヒアリング結果概要（有識者 A） 

意見聴取日：令和 2 年 3 月 8 日 

専門分野 概 要 

動物 

（鳥類） 

【所属：民間団体会員】 

［猛禽類］ 

・ イヌワシは、飛来する可能性がある。 

・ クマタカは、計画地の西に繁殖地があり、飛来の可能性がある。 

・ オオタカは、周辺でも繁殖している。 

・ サシバは、耕作地沿いに繁殖している。 

・ ハチクマは、繁殖期、周辺では確認されていないが、渡りの時は見られる。 

・ ハイタカ・ツミは、県内での繁殖の情報は不確実である。 

・ ハヤブサは、計画地を含め、周辺でも見られる。 

［渡り］ 

・ 小鳥類を中心として、丘陵地に沿って、南北に移動している。 

・ 名取川を利用して移動しているようだ。 

［他の鳥類］ 

・ ミゾゴイは、釜房の周辺で確認されており、周辺でも生息の可能性がある。5月頃に

よく鳴き声を聞く。 

・ フクロウは、普通にいる。 

・ アオバズクは、周辺よりも標高の低い場所で確認されている。 

・ トラフズクは、秋保では確認されており、繁殖の可能性がある。 

・ アカショウビンは、秋保の周辺で繁殖している。 

・ サンショウクイは、周辺で繁殖している。 

・ ホシガラスは、蔵王の低いところで越冬している。周辺への飛来も考えられる。 

・ イスカは、海岸林に多く生息したが、海岸林が津波で流されたことから、現状は不

明。マツの残るところに生息する可能性がある。 

・ クロジは、周辺では越冬だろう。 

・ ノジコは、周辺で繁殖している。 
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表 4.3-13(2) 専門家等へのヒアリング結果概要（有識者 B） 

意見聴取日：令和 2 年 3 月 10 日 

専門分野 概 要 

動物 

（両生類・ 

爬虫類） 

【所属：宮城県内大学 助教】 

・ 奥羽山脈から青葉山へとつながる回廊の連続性に影響を与える立地であるので、既存

の開発済みの施設（ゴルフ場等）との累積的影響について、十分配慮すべきである。 

・ 区域内での状況を考えると、両生類は、ゴルフ場の開発で既に少なくなっているだろ

うから、太陽光への置き換えでの問題は少ないだろう。爬虫類のヘビ類は、草地をう

まく利用している可能性はある。 

・ 文献からのリストとしては、生息する可能性のある両生類・爬虫類は網羅されてい

る。 

・ キタオウシュウサンショウオ、クロサンショウウオの主たる生息地はもう少し標高が

高いエリアであるが、この付近にも生息する可能性がある。 

・ トウホクサンショウウオは、隣接地域で確認されており、生息するだろう。 

・ スッポンは、自然分布か疑念はあるものの、県内に生息しており、もし確認されれ

ば、宮城県レッドにも抽出される貴重な記録になる。調整池は下流と繋がっているこ

とを考えると生息する可能性がある。 

・ トノサマガエルは、鳴子の奥で山形から越境してきたと考えられる個体群がいるが、

区域周辺には生息しないだろう。 

・ 地形・環境的に考えてトウキョウダルマガエルの生息の可能性は低い。周辺の池が気

になる。改修・残置される調整池も施工面で配慮しておけば、十数年経てば、それな

りの環境となるので両生類に限らず、水辺の生物が再定着することが期待されるが、

周りの池が、その際の移入元になると考えられる。 

 

表 4.3-13(3) 専門家等へのヒアリング結果概要（有識者 C） 

意見聴取日：令和 2 年 3 月 10 日 

専門分野 概 要 

動物 

（昆虫類） 

【所属：宮城県内大学 准教授】 

・ 文献その他の資料については、基本的に問題ないだろう。 

・ 仙台市の丘陵地は多くが開発されてきた経緯があり、特異な昆虫類の情報はない場

所ではあるが、対象事業実施区域周辺は宅地化されずに残された数少ない地域とな

っており、落葉広葉樹林が生育する丘陵地として、現状の動植物の把握をしてほし

い。 

・ 対象事業実施区域はゴルフ場となっており、得意な昆虫類が生息するような場所で

はないと思われるが、開発してから年月が経っていることから、環境としては落ち

着いた生態系ができてきていると思われる。適切な現地調査を実施し、現状の動植

物の把握をしてほしい。 

・ ヒメギフチョウの生息情報は一部であるが、区域周辺の生息状況は不確実であり、

適切な調査により把握をしてほしい。 

・ 秋保川は、上流にダムや水田への利水などにより、昔と比較すると水量が減少して

いる。きれいな清流ではないものの、カゲロウなどの水生昆虫をはじめとする水生

生物が多く生息する河川である。事業による土砂の流入や濁水などによる影響は注

意する必要があり、陸域の動植物だけでなく、水域の動植物についても把握をして

ほしい。 
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2. 予 測 

(1)予測手法 

文献その他の資料調査結果及び専門家等へのヒアリング結果から、各種の生態特性等を基に、

事業実施想定区域及びその周囲の生息環境を整理した。これらを踏まえ、直接改変による生息

環境の変化に伴う影響について予測した。 

 

(2)予測地域 

調査地域と同様とした。 

 

(3)予測結果 

文献その他の資料による現存植生図と事業実施想定区域の重ね合わせを行った結果は、図

4.3-7 のとおりである。また、現存植生図の凡例及び仙台市の特性区分は表 4.3-14 に整理し

た。なお、植生自然度については「平成 27 年度 仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」

（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月）を基準とした。 

事業実施想定区域内は、「植林地・耕作地植生」であるゴルフ場・芝地と「ヤブツバキクラ

ス域代償植生」であるクリ－コナラ群集が多くを占めており、次いでスギ・ヒノキ・サワラ植

林、ほか緑の多い住宅地、落葉広葉低木群落、開放水域及び路傍・空地雑草群落がわずかなが

ら分布している。 

 

①  動物の重要な種 

植生の分布状況を踏まえ、改変による生息環境の変化に伴う動物の重要な種に対する影

響を予測した。予測結果は表 4.3-15 のとおりである。なお、確認された重要種の中で宮城

県もしくは仙台市において絶滅種とされている 5 種については予測から除外した（対象種は

表 4.3-15 の注参照）。また、重要な種によっては複数の生息環境に属する種がある。 

水辺等の水域を主な生息環境とする重要な種については、現存植生図上に現れない小さ

なため池が事業実施想定区域内に複数存在しており（図 2.2-11 参照）、その一部が直接改変

されることから、生息環境の変化に伴う影響が生じる可能性があると予測する。 

樹林、草地及び耕作地といった環境を主な生息環境とする重要な種及び動物の注目すべ

き生息地においては、その一部が直接改変される可能性があることから、生息環境の変化に

伴う影響が生じる可能性があると予測する。 

また、注目すべき生息地の情報として、動物の生息地として重要な地域（仙台市）「奥羽

山脈から青葉山丘陵地域への緑の回廊」及び天然記念物（国天）であるイヌワシとカモシカ

の生息が確認されており、「注意喚起レベル A3」2 次メッシュの範囲に事業実施想定区域が

含まれている。そのため施設の配置等の事業計画によっては、その一部が改変されることに

より、事業実施による影響が生じる可能性があると予測する。 
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図 4.3-7(1) 文献その他の資料による現存植生図と事業実施想定区域  

「平成 27 年度仙台市現存植生図」（仙台

市 HP、閲覧：令和元年 11 月）より作成 

事業実施想定区域 
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図 4.3-7(2) 文献その他の資料による現存植生図と事業実施想定区域(拡大図)  

「平成 27 年度仙台市現存植生図」（仙台

市 HP、閲覧：令和元年 11 月）より作成 

事業実施想定区域 
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表 4.3-14 現存植生図凡例及び仙台市の特性区分 

植生区分 
図中 

番号 
凡例名 

事業実

施想定

区域内
※1 

植生自

然度※2 

仙台市の 

特性区分※3 

ブナクラス域自然植生 1 モミ－イヌブナ群集  9 ⅢⅣⅤ 

 2 ケヤキ群落（Ⅳ）  9 ⅡⅢⅣⅤ 

 3 ヤナギ高木群落（Ⅳ）  9 ⅢⅣ 

 4 ヤナギ低木群落（Ⅳ）  9 ⅢⅣ 

ブナクラス域代償植生 5 アカマツ群落（Ⅴ）  7 Ⅵ 

 6 落葉広葉低木群落 ○ 7 - 

 7 ススキ群団（Ⅴ）  5 Ⅵ 

 8 伐採跡地群落（Ⅴ）  4 — 

ヤブツバキクラス域代償植生 9 クリ－コナラ群集 ○ 7 ⅣⅤⅥ 

河川・湿原・塩沼地・砂丘植生

等 
10 ヨシクラス  10 Ⅲ 

 11 ヒルムシロクラス  10 ⅡⅢ 

植林地・耕作地植生 12 スギ・ヒノキ・サワラ植林 ○ 6 Ⅵ 

 13 竹林  7 ⅣⅥ 

 14 ゴルフ場・芝地 ○ 2 — 

 15 牧草地  2 - 

 16 路傍・空地雑草群落 ○ 4 - 

 17 果樹園  3 Ⅵ 

 18 畑雑草群落  2 Ⅵ 

 19 水田雑草群落  2 Ⅵ 

市街地等 20 市街地  1 — 

 21 緑の多い住宅地 ○ 2 Ⅵ 

 22 残存・植栽樹群をもった公園，墓地等  2 - 

 23 造成地  1 - 

 24 開放水域 ○ - - 

 25 自然裸地  -  

注：1．図中番号は図 4.3-7 の現存植生図内の番号に対応し、植生自然度は表 3.1-41 に基づく。 

2．表中の※については以下のとおりである。 

※1：事業実施想定区内で確認された植生について○と記載した。 

※2：植生自然度の数字は表 3.1-41 に対応している。 

※3：仙台市の特性区分の数字は表 3.1-42 の番号に対応している。 

〔「平成 27 年度仙台市現存植生図」（仙台市 HP、閲覧：令和元年 11 月）より作成〕 
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表 4.3-15(1) 動物の重要な種への影響の予測結果 

分類 主な生息環境 種 名 影響の予測結果 

哺乳類 

樹林、その他

（洞窟等） 

シントウトガリネズミ、ホンシュウジネズ

ミ、ヒメヒミズ、ミズラモグラ、コキクガシ

ラコウモリ、ニホンキクガシラコウモリ、ヒ

メホオヒゲコウモリ、カグヤコウモリ、モモ

ジロコウモリ、モリアブラコウモリ、ヤマコ

ウモリ、ヒナコウモリ、ウサギコウモリ、ユ

ビナガコウモリ、コテングコウモリ、テング

コウモリ、ホンドモモンガ、ムササビ、ヤマ

ネ、ヤチネズミ、ヒメネズミ、ツキノワグ

マ、テン、オコジョ、カモシカ  （25 種） 

事業実施想定区域内に主な生息環境が

存在し、その一部が改変される可能性

があることから、生息環境の変化に伴

う影響が生じる可能性があると予測す

る。 

草地、耕作地 
ハタネズミ、タヌキ、イタチ 

（3 種） 

水辺 

カワネズミ 

（1 種） 

事業実施想定区域内にその一部が改変

される水辺は存在するが、主な生息環

境にあたる自然度が高い河川環境の改

変は行わないことから、直接改変によ

る生息環境の変化はないものと予測す

る。 

鳥類 

樹林 

ウズラ、ヤマドリ、オシドリ、ミゾゴイ、ホ

トトギス、カッコウ、ヨタカ、ハリオアマツ

バメ、ハチクマ、ツミ、ハイタカ、オオタ

カ、サシバ、ノスリ、イヌワシ、クマタカ、

オオコノハズク、コノハズク、フクロウ、ア

オバズク、トラフズク、アカショウビン、ア

カゲラ、アオゲラ、チゴハヤブサ、サンショ

ウクイ、サンコウチョウ、ウグイス、センダ

イムシクイ、ゴジュウカラ、トラツグミ、ク

ロツグミ、シロハラ、コルリ、ルリビタキ、

コサメビタキ、キビタキ、オオルリ、ホオジ

ロ、ノジコ、アオジ       （41 種） 

事業実施想定区域内に主な生息環境が

存在し、その一部が改変される可能性

があることから、生息環境の変化に伴

う影響が生じる可能性があると予測す

る。 

草地、耕作

地、その他

（市街地等） 

アマサギ、チュウサギ、コサギ、ヒクイナ、

バン、オオジシギ、ツルシギ、コミミズク、

チョウゲンボウ、ハヤブサ、チゴモズ、モ

ズ、アカモズ、ヒバリ、ツバメ、オオセッ

カ、オオヨシキリ、コヨシキリ、セッカ、ホ

オアカ、コジュリン       （21 種） 

水辺（河川

等）、湿地、

水域 

ヒシクイ、マガン、カイツブリ、サンカノゴ

イ、ヨシゴイ、クイナ、オオバン、イカルチ

ドリ、アカアシシギ、ハマシギ、ミサゴ、オ

ジロワシ、オオワシ、チュウヒ、カワセミ、

ヤマセミ、カワガラス、キセキレイ、セグロ

セキレイ            （19 種） 

事業実施想定区域内に現存植生図上に

現れない小さなため池が複数存在して

おり（図 2.2-11 参照）、その一部が直

接改変されることから、生息環境の変

化に伴う影響が生じる可能性があるも

のと予測する。 

その他（海

岸、海域等） 

コクガン、オオヨシゴイ、シロチドリ、ホウロ

クシギ、ヘラシギ、コアジサシ、ウミスズメ 

（7 種） 

事業実施想定区域内に主な生息環境は

存在しないため、生息環境に影響はな

いと予測する。 

爬虫類 

樹林、草地、

耕作地 

ヒガシニホントカゲ、ニホンカナヘビ、タカ

チホヘビ、アオダイショウ、ジムグリ、シロ

マダラ、ヒバカリ、ヤマカガシ、ニホンマム

シ 

（9 種） 

事業実施想定区域内に主な生息環境が

存在し、その一部が改変される可能性

があることから、生息環境の変化に伴

う影響が生じる可能性があると予測す

る。 

水辺 

ニホンイシガメ 

（1 種） 

事業実施想定区域内に現存植生図上に

現れない小さなため池が複数存在して

おり（図 2.2-11 参照）、その一部が直

接改変されることから、生息環境の変

化に伴う影響が生じる可能性があるも

のと予測する。 

  



4-40 

(256) 

表 4.3-15(2) 動物の重要な種への影響の予測結果 

分類 主な生息環境 種 名 影響の予測結果 

両生類 

樹林、草地、

耕作地、水

域、湿地 

トウホクサンショウウオ、クロサンショウウウオ、キタオウシュ

ウサンショウウオ、アカハライモリ、アズマヒキガエル、ニホン

アマガエル、タゴガエル、ニホンアカガエル、トノサマガエル、

トウキョウダルマガエル、ツチガエル、シュレーゲルアオガエ

ル、モリアオガエル、カジカガエル 

（14 種） 

事業実施想定区域内

に主な生息環境が存

在し、その一部が改

変される可能性があ

ることから、生息環

境の変化に伴う影響

が生じる可能性があ

ると予測する。 

昆虫類 

樹林 

エゾトンボ、オオゴキブリ、エゾゼミ、ホシチャバネセセリ、チ

ャマダラセセリ、スギタニルリシジミ、ジョウザンミドリシジ

ミ、クロミドリシジミ、オオゴマシジミ、クロシジミ、フジミド

リシジミ、カラスシジミ、オオムラサキ、アオスジアゲハ、ヒメ

ギフチョウ本州亜種、キマダラモドキ、オナガミズアオ、ギンボ

シスズメ、タッタカモクメシャチホコ、フタホシドクガ、コシロ

シタバ、ネブトクワガタ本土亜種、ミヤマクワガタ、オニクワガ

タ、ノコギリクワガタ、アカマダラハナムグリ、コブナシコブス

ジコガネ、タテスジヒメヒゲナガハナノミ、ヤマトタマムシ、ミ

ヤマヒサゴコメツキ、ヒメボタル、クロホシチビオオキノコ、ム

ラサキオオツチハンミョウ、ヤマトキモンハナカミキリ、ヨツボ

シカミキリ、ベニカメノコハムシ、エゴヒゲナガゾウムシ、ムツ

ボシクモバチ、ササキリギングチ、アオスジハナバチ、マイマイ

ツツハナバチ、ウマノオバチ 

（42 種） 

事業実施想定区域内

に主な生息環境が存

在し、その一部が改

変される可能性があ

ることから、生息環

境の変化に伴う影響

が生じる可能性があ

ると予測する。 

草地、耕作地 

ナツアカネ、マユタテアカネ、アキアカネ、ノシメトンボ、マイ

コアカネ、スズムシ、キバネツノトンボ、ツノトンボ、ウラギン

スジヒョウモン、ギンボシヒョウモン本州亜種、ウラジャノメ本

州亜種、ジャノメチョウ、ヒロバカレハ、ヒメスズメ、クワヤマ

エグリシャチホコ、キバラヒトリ、ギンモンセダカモクメ、オガ

サワラヒゲヨトウ、セアカオサムシ、キベリマルクビゴミムシ、

ハンミョウ、ホソハンミョウ、ダイコクコガネ、タグチホソヒラ

タハムシ、シラハタミズクサハムシ、ミヤギノヨコバイバチ 

（26 種） 

水辺（河川、

池沼等）湿

地、その他

（砂地等） 

モートンイトトンボ、アオハダトンボ、ムカシトンボ、マダラヤ

ンマ、マルタンヤンマ、ウチワヤンマ、ヒメサナエ、ナゴヤサナ

エ、ムカシヤンマ、オオトラフトンボ、ハッチョウトンボ、コノ

シメトンボ、キトンボ、ヒメアカネ、カワラバッタ、コオイム

シ、タガメ、カスリウスバカゲロウ、ハイイロボクトウ、ゼニガ

サミズメイガ、キスジウスキヨトウ、ヌマベウスキヨトウ、オオ

チャバネヨトウ、ギンモンアカヨトウ、ツヤキベリアオゴミム

シ、ヤマトトックリゴミムシ、エチゴトックリゴミムシ、カワラ

ハンミョウ、クロゲンゴロウ、ゲンゴロウ、シマゲンゴロウ、オ

オイチモンジシマゲンゴロウ、ケシゲンゴロウ、エゾヒメゲンゴ

ロウ、ヒメミズスマシ、ミズスマシ、クビボソコガシラミズム

シ、マダラコガシラミズムシ、ガムシ、シジミガムシ、ゲンジボ

タル、スジグロボタル、キアシマエダテバチ 

（43 種） 

事業実施想定区域内

に現存植生図上に現

れない小さなため池

が複数存在しており

（図 2.2-11 参照）、

その一部が直接改変

されることから、生

息環境の変化に伴う

影響が生じる可能性

があるものと予測す

る。 

その他（海

岸、海浜等） 

ネアカヨシヤンマ、カトリヤンマ、ハマスズ、ヤマトマダラバッ

タ、スナヨコバイ、オオウスバカゲロウ、キバナガミズギワゴミ

ムシ、ハマベミズギワゴミムシ、ギョウトクコミズギワゴミム

シ、ヒョウタンゴミムシ、ヤマトケシマグソコガネ、カワイヒラ

アシコメツキ、スナサビキコリ、ハマヒョウタンゴミムシダマ

シ、アカゴシクモバチ、チシマシロフクモバチ、ハイイロクモバ

チ、オオモンツチバチ、ヤマトスナハキバチ本土亜種、ニッポン

ハナダカバチ、アシジロヨコバイバチ、キスジツチスガリ、ホソ

メンハナバチ、ノウメンメンハナバチ、キヌゲハキリバチ 

（25 種） 

事業実施想定区域内

に主な生息環境が存

在しないため、生息

環境に影響はないと

予測する。 
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表 4.3-15(3) 動物の重要な種への影響の予測結果 

分類 主な生息環境 種 名 影響の予測結果 

魚類 

水域 

スナヤツメ類、カワヤツメ、ニホンウナギ、キ

ンブナ、テツギョ、ゼニタナゴ、エゾウグイ、

ウグイ、シナイモツゴ、ドジョウ、ホトケドジ

ョウ、ギバチ、アユ、ニッコウイワナ、サクラ

マス、サクラマス（ヤマメ）、ミナミメダカ、

カジカ、ウツセミカジカ（回遊型） 

（18 種） 

事業実施想定区域内に現存植生図上に

現れない小さなため池が複数存在して

おり（図 2.2-11 参照）、その一部が

直接改変されることから、生息環境の

変化に伴う影響が生じる可能性がある

ものと予測する。 

水域（海岸、

海域等） 

クルメサヨリ、ニホンイトヨ、シロウオ、ヒモ

ハゼ、スミウキゴリ、ヘビハゼ、エドハゼ、マ

サゴハゼ、アベハゼ 

（9 種） 

事業実施想定区域内に主な生息環境が

存在しないため、生息環境に影響はな

いと予測する。 

注：1．種名及び配列については原則として、「平成 28 年度仙台市自然環境に関する基礎調査報告書」（仙台市 HP、

閲覧：令和元年 11 月）に準拠した。準拠リストに記載のない種については「河川水辺の国勢調査のための

生物リスト 令和元年度生物リスト」（河川環境データベース 国土交通省 HP、閲覧：令和元年 12 月）を

参考にした。 

2．表 4.3-10 及び表 4.3-11 に記載のあるヒヌマイトトンボ、オオウラギンヒョウモン、ヒメシロチョウ北海

道・本州亜種、タナゴ及びアカヒレタビラの 5 種については宮城県もしくは仙台市において絶滅種とされ

てい ることから予測から除外した。 

3．重要な種によっては複数の生息環境に属する種がある。 

 

②  動物の注目すべき生息地 

植生の分布状況を踏まえ、改変に伴う動物の注目すべき生息地に対する影響を予測した。 

事業実施想定区域は動物の生息地として重要な地域（仙台市）「奥羽山脈から青葉山丘陵

地域への緑の回廊」及び天然記念物であるイヌワシの生息が確認されている「注意喚起レベ

ル A3」2 次メッシュに含まれている。その一部が改変される可能性があることから、生息環

境の変化に伴い影響が生じる可能性があると予測する。（図 4.3-5、図 4.3-6 参照） 
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3. 評 価 

(1)評価手法 

予測結果を基に、地形改変及び施設の存在が動物の重要な種及び注目すべき生息地に与える

重大な環境影響の回避又は低減が将来的に可能であるかを評価した。 

 

(2)評価結果 

水辺等の水域を主な生息環境とする重要な種については、現存植生図上に現れない小さなた

め池が事業実施想定区域内に存在しており（図 2.2-11 参照）、その一部が直接改変されること

から、生息環境の変化に伴う影響が生じる可能性がある。 

樹林、草地及び耕作地といった環境を主な生息環境とする重要な種及び動物の注目すべき生

息地においては、その一部が直接改変される可能性があることから、生息環境の変化に伴う影

響が生じる可能性がある。また、注目すべき生息地の情報として、動物の生息地として重要な

地域（仙台市）「奥羽山脈から青葉山丘陵地域への緑の回廊」及び天然記念物（国天）である

イヌワシとカモシカの生息が確認されており、「注意喚起レベル A3」2 次メッシュの範囲に事

業実施想定区域が含まれている。そのため施設の配置等の事業計画によっては、その一部が改

変されることにより、事業実施による影響が生じる可能性がある。 

しかしながら、以下に示す事項に留意することにより、重大な環境影響の回避又は低減が将

来的に可能であるものと評価する。 

 

・周辺の地形を利用しながら可能な限り土地造成面積、伐採面積を小さくする。 

・動物の生息状況を現地調査等により把握し、重要な種の影響の程度を適切に予測した上で、

必要に応じてソーラーパネルの配置及び環境保全措置を検討する。 

・猛禽類（特にイヌワシ）については、「猛禽類保護の進め方（改訂版）」（環境省、平成 24

年）に準拠して生息状況の調査を実施する。 

・土地の改変による濁水等の流入が生じないような計画や工法について検討し、生息環境へ

の影響の回避・低減を図る。 

・重要な種の主な生息環境及び動物の注目すべき生息地の一部が直接改変される可能性があ

ることから生息環境の変化に伴う影響が想定されるものの、ソーラーパネル設置位置等の

情報が必要となるため、事業計画の熟度が高まる方法書以降の手続きにおいて、適切に調

査、予測及び評価を実施する。 

  




